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昨
年
35
周
年
に
あ
た
り
、
念
願
の
３
、０
０
０
社
が
達
成

し
、
皆
様
と
設
立
記
念
を
歓
喜
の
中
祝
う
事
が
出
来
、
又
、

大
阪
で
一
番
の
経
営
者
教
育
団
体
に
成
る
と
い
う
目
標
を
実

現
し
、
他
府
県
の
役
員
の
皆
様
の
驚
き
の
姿
と
、
そ
れ
を
見

届
け
て
い
る
歴
代
の
誇
り
に
満
ち
た
顔
、
そ
し
て
喜
ん
で
い

る
姿
に
改
め
て
、
前
、
田
畑
会
長
を
筆
頭
に
府
の
役
員
の
皆

様
、
単
会
の
役
員
の
皆
様
そ
し
て
会
員
の
皆
様
の
御
尽
力
に

心
よ
り
御
礼
と
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
私
事
で
す
が
、
皆
様
ご
存
知
と
思
い
ま
す
が
、
倫

理
と
の
御
縁
は
38
年
来
の
友
人
の
佐
藤
さ
ん
、
今
の
ス
ー

パ
ー
バ
イ
ザ
ー
に
11
年
前
に
誘
わ
れ
て
東
大
阪
に
入
会
し
た

事
に
始
ま
り
ま
す
が
、
一
度
も
行
く
事
も
な
い
ま
ま
、
27
年

来
の
友
人
の
木
村
さ
ん
、
今
の
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
か
ら
堺

に
転
籍
、
そ
し
て
翌
年
に
堺
の
会
長
と
言
わ
れ
、
初
め
て
役

に
取
り
組
み
ま
す
。
そ
の
後
に
大
阪
府
で
は
同
級
生
の
田

大
阪
府
倫
理
法
人
会

会　
長　
　

吉 

瀬
　
　
融と

お
る

畑
さ
ん
、
今
の
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
に
幹
事
長
を
…
…
と
言

わ
れ
、
縁
を
感
じ
な
が
ら
３
、０
０
０
社
35
周
年
を
達
成
し
、

共
に
祝
う
事
が
出
来
ま
し
た
。
感
謝
で
す
。

　
縁
と
申
し
ま
す
と
あ
と
二
つ
あ
り
ま
す
。
35
周
年
に
も
出
て

き
ま
し
た
が
、
林
先
生
の
命
日
が
平
成
29
年
2
月
11
日
と
の

事
。
実
は
私
は
昭
和
29
年
2
月
11
日
生
ま
れ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
も
う
一
つ
、
平
成
の
新
し
い
年
号
に
変
わ
っ
た
元
年
の
7

月
26
日
に
、
こ
の
大
阪
の
地
で
創
業
し
、
30
年
を
過
ぎ
よ
う

と
し
て
お
り
ま
す
。

　
新
し
い
年
号
が
始
ま
る
こ
の
年
に
倫
理
の
会
長
職
を
受
け

る
事
、
何
と
い
う
縁
だ
ろ
う
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
又
、
私
な
り
の
使
命
感
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
行
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

今
年
度
ス
ロ
ー
ガ
ン

『
全
て
は
単
会
の
た
め
に
。
全
て
は
会
員
の
た
め
に
。
単
会

の
自
律
・
自
立
』

　
大
阪
府
倫
理
法
人
会
４
、０
０
０
社
へ
。

　
自
律
・
自
立
し
た
地
区
、
単
会
の
運
営
が
出
来
る
組
織
基
盤

の
強
化
を
図
る
。

　
目
標
３
、３
０
０
社　
達
成
日
5
月
18
日
。

　
昨
年
の
「
全
大
阪
は
単
会
の
応
援
団
に
な
る
」
を
基
に
新
幹

事
長
山
本
氏
に
よ
る
普
及
サ
イ
ク
ル
に
ク
ロ
ー
ジ
ン
グ
を
加
え

強
化
を
図
る
。

　

後
継
者
塾
、
大
阪
レ
ク
チ
ャ
ラ
ー
育
成
会
等
の
継
続
、
又

Ｍ
Ｓ
自
単
会 

社
数 

年
間
№
１

　
そ
し
て
新
た
に
自
単
会
出
席
社
数
35
社
の
達
成
等
々
。
そ
の

中
で
、

1
、�　
全
単
会�

期
中
正
単
会
へ
…
「
自
立
へ
１
０
０
社
以
上
」

2
、�　
全
単
会�

独
自
の
風
土
（
ら
し
さ
）
の
追
求
…
「
オ
ン
リ
ー

ワ
ン
。
締
め
日
の
達
成
」

3
、�　
全
単
会�

自
律
・
自
立
の
追
求
…
「
負
債
か
ら
留
保
へ
ス

タ
ー
単
会
へ
」

『
さ
ぁ
、
目
指
そ
う
、
次
の
ス
テ
ー
ジ
へ
』



　本年度より幹事長を拝命いたしました山本一です。木
村法人SVが大阪府倫理法人会の第九代会長に就任された
際、幹事長を経験させていただきましたので、２回目と
なります。
　４年前に幹事長を拝命しました平成26年度の大阪府
倫理法人会は、５地区21単会、2000社でした。平成
30年度は、茨木市倫理法人会が設立され７地区25単会、
3030社にまで拡大し、実に４年間で1000社の増加です！
　これは、大阪府下におきまして確実に純粋倫理の学び
が浸透しつつあることの証です。
　本年度は、前年の田畑会長・吉瀬幹事長の方針を踏襲し、
更に深化させる施策を打ちます。
①��６月から新年度と意識し、自単会で決めた期日に対し

計画的な普及活動を行う。
②��年内普及目標達成、２月中間目標までに普及目標達成

単会を10単会にする。
③��普及目標達成が単会の運営費の充実につながる還元シ

ステムを新設する。
　大阪府倫理法人会の全役職者は、委員会の皆様と共に
昨年より一層、単会の自律と自立のために全面的にサポー
トします！
　大転換の時代である今こそ、倫理法人会活動を通じて、
皆様の事業が継続して繁栄できる活路を見出し、共尊共
生の精神に則った健全な繁栄を実現していきましょう！

全大阪府は、単会の応援団になる。 全単会の自律と自立のために！

大阪府倫理法人会
幹事長

山 本 　 一

（一社）倫理研究所
法人局 普及事業部
近畿方面 方面長

津 隈 亮 二
　2020年ゆるぎない７万社体制構築５カ年計画の４年
目がスタートしました。役職者の皆様におかれましては、
昨年度各々の立場で拡充活動に御尽力いただき、誠にあ
りがとうございました。皆様のお陰で悲願の3000社を突
破され、合せて丸山敏秋理事長を迎えて感謝感動の設立
35周年を開催することができましたことは、偏に本会の
ミッションを胸に純粋倫理を真摯に学び実践された賜物
であります。改めて皆様の尊き働きに敬意を表し、感謝
もうしあげます。
　今年度は、昨年度同様に「地球倫理の推進」と「日本創生」
をスローガンに「さらなる新に挑む」との基本方針のもと、
日本に旋風を巻き起こす方面として倫理体験者の増加を
柱に人づくりに重点を置き、「繋がる」を意識したＭＳを
はじめ組織の拡充をさらに推し進め、「近畿はひとつ」を
合言葉に全単会中間目標と年度目標の達成を目指して元
気と笑顔溢れる活動を展開してまいります。
　貴会は５年度となる設立40周年を視野に、課題に正対
しつつ、府・単会会長と心を合わせ、経営者社会教育団
体として使命を果すべく、ＭＳ当該単会参加社数35社以
上及び中間目標を完全達成されますことを心より期待し
ております。今年度も宇都進副方面長共々、よろしくお
願い致します。

決意新たに

心
を
合
わ
せ
、
経
営
者
社
会
教
育
団
体
と
し
て
の
使
命
を
果
す

平成31年度
大阪府倫理法人会 役 辞 交員 令 付 式

バトンタッチ

新年度 抱　負
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ブロック長
浜野　太郎

市内北・大阪西部
ブロック長

副会長
森　　　勲

会　長
吉瀬　　融

局員：松山　智美
局員：山本　理恵
局員：町田　真代
局員：日下部香澄

顧 　 問

会 長

幹 事 長
キャリア会実行委員長

副幹事長事 務 局

事 務 長副事務長

監 査

副 会 長

相 談 役

幹事長
山本　　一

副事務長
山元　久良

監　査
橋本　秀一

副会長
川村　　慶

近畿方面 方面長
津隈　亮二

近畿方面 副方面長
宇都　　進

監　査
中田　惠三

実行委員長
中田　惠三

キャリア会実行副委員

実行副委員長
橋本　秀一

副幹事長
上西　　知

顧　問
左藤　　章

相談役
上野　起立

相談役
濱浦 紀代輝

大阪府倫理法人会
平成31年度組織図

大 阪 府 倫 理 法 人 会

一般社団法人  倫理研究所 法人局 普及事業部法人アドバイザー

山路　卓司 佐藤　福男

法人スーパーバイザー

田畑　　章

法人スーパーバイザー

上能 喜久治

法人スーパーバイザー

事務長
浅野　行平

副事務長
西浦　淳史

副事務長
政木　和善

木村　　雅

法人スーパーバイザー

副会長
権藤　度夫

副幹事長
村上　秀樹

委員長
山﨑　紀子

広
報
委
員
会

委員長
三好　直輝

青
年
委
員
会

委員長
吉田　祐介

研
修
委
員
会

委員長
長部　冨美

女
性
委
員
会

委員長
浜野　太郎

普
及
拡
大
委
員
会

委員長
朝日　里佳

朝
礼
委
員
会

委員長
上田　淑雄

Ｍ
Ｓ
委
員
会

塾　長
鈴木　昭彦

後

継

者

倫

理

塾 運営委員長
松本　　学

委
員
会
他

市内中・西
ブロック長

ブロック長
村上　秀樹

大阪東部・北部
ブロック長

ブロック長
上西　　知

地区長
菅原　弘士

大
阪
北
部
地
区

会　長
前川　　匠

高

槻

市

会　長
貫山　　進

枚
方
・
交
野

会　長
一貫坂　彰

寝
屋
川
市

会　長
藤原　優里

茨

木

市

会　長
天冨　　謙

大
阪
中
央
区

地区長
徳田　昭次

会　長
向井　玄人

道

頓

堀

会　長
畔川　　寧

大
阪
西
区

市
内
西
地
区

地区長
山田　哲也

市
内
北
地
区

会　長
豊田　弘政

大
阪
北
区

会　長
野口　政隆

大
阪
み
な
と会　長

高橋　　稔

大
阪
尼
崎

地区長
菅田　徹也

会　長
武知　歳弘

東
大
阪
市

会　長
岡　　　巌

八

尾

市 会　長
磯山　哲也

大
阪
鴻
池

大
阪
東
部
地
区

大
阪
西
部
地
区

会　長
米澤　　忍

豊

中

市

地区長
前田　愛彦

会　長
桝田　佳明

千
里
中
央

会　長
森　　隆史

新

大

阪

会　長
三室 十志樹

吹

田

市

大
阪
南
部
地
区

地区長
上田　時嗣

会　長
五島　広文

松

原

市

会　長
浅香　隆一

堺
市
北
区

会　長
内藤　伸吾

堺

市 会　長
中川　顕一

泉

州

会　長
石井　宏之

堺
市
中
区

地区長
仲村 枝見子

市
内
中
地
区

会　長
松藤　隆則

大
阪
都
島
区

会　長
能代　　琢

大

阪

市

会　長
岩佐　隆広

大
阪
天
王
寺
区
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会 員 紹 介
この

会社に

学ぶ

　
２
０
１
８
年
７
月
10
日
㈫
、
大
阪

府
茨
木
市
倫
理
法
人
会
の
設
立
式
典

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
阪
府
全
域
の
倫
友
は
も
ち
ろ

ん
、
他
府
県
の
倫
友
も
多
く
お
集
ま

り
頂
き
、
盛
大
に
門
出
を
祝
福
し
て

頂
き
ま
し
た
。

　

茨
木
市
倫
理
法
人
会
の
設
立
は
、

高
槻
市
倫
理
法
人
会
の
小
林
相
談
役

の
悲
願
で
し
た
。

　
そ
の
悲
願
と
は
ほ
ど
遠
く
会
長
就

任
時
に
は
１
０
０
社
に
も
満
た
な
い

単
会
が
、「
ブ
レ
ー
キ
が
壊
れ
た
ブ

ル
ド
ー
ザ
ー
」
の
異
名
を
持
つ
松
田

会
長
を
中
心
と
し
て
、
成
功
体
験
を

会
員
の
皆
へ
届
け
る
と
い
う
想
い
は

３
年
間
の
時
を
経
て
２
０
０
社
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
達
成
し
ま
し
た
。

　

た
だ
こ
の
日
を
迎
え
る
ま
で
に
、

本
当
に
数
多
の
困
難
が
あ
り
ま
し
た
。

　

苦
難
福
門
で
大
き
な
変
化
に
は

様
々
な
苦
難
が
や
っ
て
き
ま
し
た
が
、

そ
れ
を
乗
り
越
え
て
い
く
度
に
心
強

い
仲
間
が
増
え
て
い
き
ま
し
た
。

　
久
末
副
会
長
の
力
強
い
宣
誓
か
ら

始
ま
り
、
尾
村
専
任
幹
事
の
涙
零
れ

る
経
過
報
告
で
は
、
多
く
の
参
加
者

の
方
々
か
ら
も
す
す
り
泣
く
声
が
聞

こ
え
て
き
ま
し
た
。

　
多
く
の
方
々
か
ら
お
祝
い
の
言
葉

を
頂
き
、
藤
原
初
代
会
長
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
溢
れ
る
堂
々
と
し
た
御

礼
の
言
葉
は
、
こ
れ
か
ら
の
輝
か
し

い
未
来
を
感
じ
さ
せ
る
時
間
と
な
り

ま
し
た
。

　

高
槻
市
倫
理
法
人
会
だ
け
で
な

く
、
本
当
に
多
く
の
方
々
に
ご
協
力

を
し
て
頂
い
た
お
か
げ
で
分
封
で
き

た
の
が
茨
木
市
倫
理
法
人
会
で
す
。

　
こ
の
皆
様
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
い

つ
ま
で
も
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
単
会
の

繁
栄
で
恩
返
し
を
し
て
い
き
ま
す
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
記
：
茨
木
市
倫
理
法
人
会 

事
務
長　

平
野
雅
也
）

高槻市倫理法人会の悲願に応え、単会の繁栄を誓う

25番目の単会誕生

設
立
式
典・祝
賀
会 

７
月
10
日

初
代

会
長 

藤
原
氏
が
決
意
の
挨
拶

茨
木
市
倫
理
法
人
会
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大
阪
天
王
寺
区
倫
理
法
人
会

会 員 紹 介
この

会社に

学ぶ❽

●  

徹
底
し
た
３
Ｓ
（
整
理・整
頓・

清
掃
）
が
会
社
を
変
え
る

　

時
間
・
空
間
・
お
金
の
ム
ダ
を

無
く
す
の
が
３
Ｓ
活
動
で
す
。
徹

底
し
て
ム
ダ
な
物
を
置
か
な
い
、

買
わ
な
い
。
要
ら
な
い
モ
ノ
も
徹

底
し
て
捨
て
ま
し
た
ね
。

　

１
人
１
日
30
分
の
モ
ノ
探
し
の

時
間
を
削
減
す
る
こ
と
で
劇
的
に

〈
取
材
後
記
〉

何
度
目
か
の
会
社
訪
問
と
な
り
ま
す
。
そ
の
度
に
綺
麗
に
な
っ

て
い
く
会
社
、活
き
活
き
し
て
い
く
会
社
を
目
の
当
た
り
に
し
、

３
Ｓ
の
凄
さ
を
実
感
し
て
い
ま
す
。
整
理
整
頓
と
い
う
当
た
り

前
の
こ
と
を
、
と
こ
と
ん
「
徹
底
し
て
」
行
っ
て
い
る
枚
岡
合

金
様
の
姿
勢
に
、
倫
理
の
教
え
が
行
き
届
い
て
い
る
思
い
が
致

し
ま
し
た
。

（
記
：
大
阪
府
倫
理
法
人
会 

広
報
副
委
員
長　
塩
﨑 

計
吉
）

● 

会
社
の
誕
生

　
創
業
は
１
９
４
９
年
（
昭
和
24
年
）。

来
年
で
創
業
70
年
に
な
り
ま
す
。
親

父
が
創
業
し
、
社
名
の
由
来
に
な
っ

て
い
る
お
笑
い
神
事
で
も
有
名
な
東

大
阪
の
枚
岡
神
社
の
近
く
で
、
３
名

で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

現
在
は
冷
間
鍛
造
（
鉄
を
常
温
で

鍛
造
す
る
金
型
）
の
設
計
・
製
造
、

そ
し
て
文
書
管
理
・
図
面
管
理
シ
ス

テ
ム
「
デ
ジ
タ
ル
ド
ル
フ
ィ
ン
ズ
」

の
ソ
フ
ト
開
発
を
柱
と
し
て
い
ま
す
。

枚
岡
合
金
工
具
㍿

代
表
取
締
役
会
長　

古 

芝　
保 

治�

氏

業
務
効
率
が
上
が
り
、
コ
ス
ト
削

減
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

ま
た
「
３
Ｓ
で
き
れ
い
な
現
場

は
、最
高
の
セ
ー
ル
ス
マ
ン
」
で
す
。

大
阪
天
王
寺
区
倫
理
法
人
会
会
員
の
枚
岡
合
金
工
具
株
式
会
社 

古
芝 

保
治
会
長
と
Ｉ
Ｔ
事
業
部 

田
原
様
に
お
話
を
お
伺
い
し
ま
し
た
。

当たり前のことを
徹底して実践する

弊
社
工
場
見
学
に
は
国
内
だ
け
で

な
く
世
界
各
国
か
ら
も
訪
れ
て
い

た
だ
き
、
そ
の
数
は
１
５
、０
０
０

名
を
超
え
る
ま
で
に
な
り
ま
す
。

　
田
原
は
入
社
し
て
14
年
目 

３
Ｓ

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
会
社
を
支
え
て

い
ま
す
。
個
々
が
バ
ラ
バ
ラ
に
行
う

の
で
は
な
く
「
教
え
合
う
３
Ｓ
」
と

し
て
、
グ
ル
ー
プ
単
位
で
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
な
が
ら
行
う

３
Ｓ
を
実
践
し
て
い
ま
す
。

●  

会
社
の
成
長
に
合
わ
せ
三
つ
の

事
業
部
を
展
開

　
３
Ｓ
を
軌
道
に
乗
せ
な
が
ら
、
次

の
三
つ
の
事
業
部
を
展
開
し
て
い

ま
す
。
①
従
来
か
ら
の
金
型
事
業

部
、
②
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
で
時

間
創
造
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
Ｉ
Ｔ
事

業
部
、
③
３
Ｓ
活
動
で
万
人
の
幸

せ
を
追
求
・
伝
え
る
教
育
事
業
部
。

小
さ
い
会
社
で
あ
り
な
が
ら
、「
町

工
場
」「
Ｉ
Ｔ
企
業
」「
サ
ー
ビ
ス
業
」

の
三
つ
の
顔
を
持
っ
て
い
ま
す
。
３

Ｓ
も
そ
の
状
況
に
応
じ
「
場
所
・
モ

ノ
の
３
Ｓ
」「
情
報
の
３
Ｓ
」「
心
の

３
Ｓ
」
と
進
化
し
て
い
ま
す
。

ピカピカに磨かれた工場の床

IT 事業部田原様に事務所内をご案内
頂きました。

必要なものだけ。使ったら元の位置に。 ファイルの配置に順番間違いがあればすぐにわかる背表紙

会社を活性
で3S 整

理
整
頓
清
掃
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そ
の
㉑

堺市中区倫理法人会

設
単
会 立 秘 話

設立：平成24年３月13日

【単会設立の経緯】
　当時、堺市倫理法人会の会長をされていた木
村雅氏（現倫理研究所法人スーパーバイザー）が、
堺市の会員数が150社を超えたのを機に、「分封
するぞ！」と言った一声が設立のきっかけだそう
です。そして、東谷氏の入会の紹介者でもある
木村会長に熱心に口説かれて初代会長を引き受
け、平成24年３月13日に大阪府下第21番目の単
会として堺市中区倫理法人会が設立されました。

【単会設立時の苦労話】
　「平成23年９月に単会設立実行委員会が発足
しました。設立日までの半年間で会員数を50
社増やさなければならなく、木村会長と喧嘩し、
時には泣かされ（笑）ながら、ほぼ毎日のように
二人で普及活動をしたことが、とにかく大変だっ
たのを覚えています。吉瀬融氏（現大阪府会長）
はじめ堺市の会員の皆さんや他単会の方々から
のご協力のお陰様で無事設立できました！」

【良かったこと】
　時には喧嘩もし、泣かされもした木村会長が

「堺市全員で中区を産（生）み出すんや！」と言
い続けてくれたことが、単会設立の原動力とな
りました。そして、堺市はもちろん、大阪府の
人たちからも愛をいっぱい授かったおかげで、
堺市中区が、温かく、仲の良い、愛溢れる「燃
え盛る太陽集団」として産まれた、いや産んで
もらったことが本当にうれしく、心から感謝し
ています。そして、それは今も続いています。と、
最後は東谷氏独特の表現で、目を細めて語って
いただいたのがとても印象的でした。
（記：堺市中区倫理法人会　田邉 真悟 幹事）

温
か
く
、
仲
の
良
い
、
愛
溢
れ
る
「
燃
え
盛
る
太
陽
集
団
」

設立記念式典　初代会長東谷氏と初代専任幹事久米氏

東谷麗子 初代会長に聞きました

東
谷
会
長　
Ｍ
Ｓ
で
の
会
長
挨
拶
の
様
子

堺市中区、第一号会員！大参氏を祝福する木村会長と東谷会長

堺市中区のメンバーでのお伊勢参り

設立当初のメンバーでの飲み会

設
立
の
き
っ
か
け
は
、
木
村
現
ス
ー
パ
ー

バ
イ
ザ
ー
　

の『
分
封
す
る
ぞ
!
』
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倫理実践! 倫理法人会では実践することで自己革新を図ることをすすめています。
当コーナーでは「倫理実践をした本人がどう変わったのか」を社員さんやご家族など
周りの人達からご投稿頂きました。「早起き」「活力朝礼」「モーニングセミナー（MS）」
などを通じてどんな変化が現れたのでしょうか ?!～実践後、周りの目の変化やいかに!～

〜大阪・日本人の知恵を遡る〜 その94

世にも元気な高齢者� 河内国一之宮 枚
ひらおかじんじゃ

岡神社    中東 弘 宮司
　

枚
岡
神
社
に
奉
仕
し
て
2
年
た
っ
た
平

成
23
年
か
ら
、
巫
女
研
修
を
開
催
し
ま
し

た
。
7
年
経
過
し
た
現
在
、
受
講
者
は
初

級
が
７
３
６
名
、
中
級
が
２
８
０
名
、
上
級

が
１
４
０
名
、
計
１
１
５
６
名
を
数
え
て
い

ま
す
。
最
若
年
者
は
小
学
生
、
最
高
齢
者

は
９
３
歳
の
Ｍ
夫
人
で
す
。
7
年
前
に
当
社

と
ご
縁
が
出
来
て
そ
れ
か
ら
と
い
う
も
の
、

毎
月
の
月
次
祭
に
、
大
阪
市
内
か
ら
欠
か

さ
ず
参
拝
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ

ん
な
中
で
巫
女
研
修
を
知
り
、
89
歳
の
時

に
初
級
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
参
拝
、講
話
、

拝
礼
作
法
、
20
分
間
の
笑
い
の
実
践
、
神

前
の
お
掃
除
、
大
祓
詞
三
度
奏
上
、
瞑
想

等
を
終
日
、
若
い
人
た
ち
に
交
じ
っ
て
受
け

ら
れ
ま
し
た
。
す
っ
か
り
気
に
入
ら
れ
て
90

歳
の
時
に
中
級
を
受
講
。
中
級
は
神
津
嶽

（
３
２
０
ｍ
）に
登
っ
て
、大
祓
詞
を
奏
上
し
、

瞑
想
の
後
30
分
間
笑
い
、
下
山
し
て
神
楽

を
稽
古
し
た
後
、
神
前
に
奉
納
い
た
し
ま

す
。
更
に
93
歳
の
時
に
上
級
を
受
講
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
一
泊
研
修
で
、
初
日
は
滝

に
打
た
れ
、
翌
日
未
明
か
ら
神
津
嶽
に
登
っ

て
40
分
間
笑
い
ま
す
。
研
修
終
了
後
、「
も
っ

と
長
い
間
、
滝
に
打
た
れ
た
か
っ
た
」、
高

齢
者
と
は
思
え
な
い
そ
の
言
葉
に
、
み
ん
な

舌
を
巻
き
ま
し
た
。
只
今
満
95
歳
。
上
品

な
顔
立
ち
、
何
時
も
穏
や
か
で
笑
顔
が
あ

り
、
健
康
で
薬
を
飲
む
こ
と
も
な
く
、
成
人

後
、
病
院
に
行
っ
た
こ
と
も
な
い
。
暮
ら
し

に
は
困
ら
ず
、
子
供
た
ち
は
近
く
に
住
ん
で

い
て
、
何
の
心
配
も
な
い
と
の
こ
と
。
毎
夕

食
に
は
適
当
に
ア
ル
コ
ー
ル
を
嗜
ま
れ
、
毎

月
の
月
次
祭
を
楽
し
み
と
し
て
お
ら
れ
ま

す
。
全
国
で
95
歳
以
上
の
高
齢
者
は
45
万

人
。
因
み
に
1
0
0
歳
以
上
は
7
万
人
近

く
い
て
、
高
齢
者
は
年
々
増
え
て
い
ま
す
。

と
て
も
喜
ば
し
い
事
で
す
が
、
Ｍ
夫
人
の
よ

う
な
健
康
で
幸
せ
な
人
は
、
ど
の
く
ら
い
い

る
の
で
し
ょ
う
か
。
何
時
も
お
姿
を
見
る
た

び
に
感
心
し
、敬
意
を
表
し
て
い
る
の
で
す
。

温 知故 新

　私は、H29年４月入社の２年目社員です。松本さんは、毎朝７時40
分に出社し、事業部のゴミ箱整理、職場仲間の机の拭き清掃を毎日の
日課にされています。
　朝からラジオ体操をガンガンに一生懸命にされている松本さんを観
て、自分も朝から一生懸命に体操することに努めています。
　松本さんは、倫理法人会で朝礼委員を担当しているとお聞きし、お
誘いを受け南部地区の朝礼研修会に参加させていただきました。以前
から、姿勢とお辞儀と返事がすばらしいなと思っていましたが、朝礼
研修会に参加して納得しました。
　週１回の水曜日のMSに参加することをルーティンに、とても楽しみ
にしておられる様子がわかります。仕事も現場に出向き、きめ細かく
社内報告をされています。そんな松本さんの背中を観て、いつか追い
つき追い越せるようにがんばりたいと、元気をもらえる大先輩です。

松本 光雄 幹事
（堺市中区倫理法人会／積和不動産関西㈱）

「ひたむきにがんばる大先輩」
後輩社員 谷村さまより寄稿

㊧後輩社員�谷村さん、㊨本人

　「苦難福門」という言葉は、弊社代表泉池が倫理法人会に入会させて
いただいてからよく耳にするようになりました。苦難を肯定的に捉え
る素晴らしい考え方だと思います。
　弊社は経営的に苦しい時期がありましたが、その時期に倫理法人会
と出逢っており、会での学びや教えが泉池の心の支えになっていたの
ではないかと思っております。
　また、会で出逢った経営者の諸先輩方との交流のなかで、弊社を応
援してくださるご助言もいただくことで、理念や社の在り方が形成さ
れていきました。私もその方々と直接交流させていただく機会もあり
まして、社会人として、仕事人としてたくさんのご指導・ご助言をい
ただいております。
　活力朝礼の実践や、その中での職場の教養の輪読などは、もう４年
以上活用させていただいており、毎朝の仕事における自分たちの存在
意義を明確化しながら一日をスタートできております。

泉池 直利 副会長
（新大阪倫理法人会／株式会社楽笑）

「『苦難福門』をよく耳にします」
社員 千原 敏宏さまより寄稿

㊧千原敏宏さん、㊨本人

　母は父の勧めで、２年前に入会しました。その頃の母は、娘の私が
今まで見たこともない程に荒れていました。毎日の様に父に文句を言
い、大声を出し荒れ放題で、まるで鬼の形相でした。
　娘の私にも口を開けば父の悪口ばかりで、仲が良いと思っていた私
は、喧嘩をしている２人を見るのが嫌でした。私が寝ている時に母の
怒鳴り声で起きる事が頻繁になり嫌になった私が「もー、うるさい！！」
と言った時に「なら出て行け！！」と生まれて初めて怒鳴られた時は
本当に悲しかったです。なにが家庭に愛を仕事に倫理をだと、私の倫
理の印象は最悪でした。
　最近は「お父さんも私を大切にするようになった」と母が笑顔で言っ
ていて少しホッとしましたが、父には他人にではなく、母に毎日「あ
りがとう愛してます」を言い続けてほしいです。いつまでも健康で仲
良し夫婦でいてください。

松熊 仁美 大阪府倫理法人会
MS副委員長

（道頓堀倫理法人会／マツクマテクニカ）

「倫理の印象は最悪でした」
娘さん 友美さまより寄稿

㊧本人、㊨友美さん

　家内が倫理法人会に入会してから、人間関係の
捉え方が変化したように感じます。それまでは「あ
いつが気に入らない、むかつく」というような排
他的利己主義的な面が多分に見受けられましたが、入会後はそれが若干
弱まったと感じました。
　また、どのように信頼関係を構築すればよいかというような客観的な
視点が加わってきたように思います。
　両親に感謝することなどを教わったことや、実際に多様なバックグラ
ウンドをもつ方々とふれ合い、実践していくことで心境に変化があった
からではないかと考えます。
　一方で、次への具体的な目標を見いだせていないのが気にかかります。
　現状にとどまらず、常に次の課題を見出して、新たなステージに邁進
していく妻に今後も期待しています。

藤本 喜子 幹事
（大阪都島区倫理法人会／笑室）

「今後の妻に期待」
ご主人さま 慶久さまより寄稿
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神
社
に
参
拝
に
い
き
、
食
材
へ
感
謝
の

祈
祷
を
お
願
い
し
、
従
業
員
さ
ん
、
家

族
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
と
あ
わ
せ
て
お

祈
り
し
て
き
ま
し
た
。

　
そ
う
す
る
と
そ
の
日
に
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
な
人
間
関
係
の
悩
み
が
ひ
と
つ
解
消

さ
れ
る
出
来
事
が
お
こ
り
ま
し
た
。
す

べ
て
の
問
題
は
感
謝
の
心
が
足
り
な
い

自
分
が
引
き
寄
せ
て
い
る
事
に
気
づ
き

ま
し
た
。

　
ま
た
気
が
つ
け
ば
目
の
前
の
事
ば
か

り
を
追
い
か
け
て
し
ま
う
私
に
、
目
先

か
ら
の
脱
却
、
先
か
ら
今
を
見
る
事
の

大
切
さ
に
つ
い
て
も
ご
指
導
頂
き
ま
し

た
。

　
今
回
の
ご
指
導
を
頂
い
た
こ
と
で
、
何

事
も
当
た
り
前
は
な
い
、
す
べ
て
に
感
謝

す
る
心
の
大
切
さ
、
今
後
の
生
き
方
の

方
向
性
を
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し

た
。
心
に
響
く
ご
指
導
頂
き
ま
し
て
、
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

な
気
持
ち
を
手
紙
に
書
く
実
践
を
行

い
ま
し
た
。
滞
り
な
く
今
年
５
月
下

旬
に
相
続
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。 

　
約
２
年
間
の
出
来
事
で
し
た
が
、

こ
れ
だ
け
ス
ム
ー
ズ
に
事
が
運
ば
れ

た
の
も
、
見
え
な
い
も
の
を
整
え
る

こ
と
で
見
え
る
も
の
が
変
化
す
る
、

ま
さ
に
倫
理
実
践
と
倫
理
体
験
で
、

原
理
・
原
則
の
絶
対
倫
理
（
く
ら
し

み
ち
）
の
レ
ー
ル
に
戻
る
こ
と
が
出

来
た
か
ら
で
す
。
ま
た
僕
に
と
っ
て

人
生
が
大
き
く
変
わ
っ
た
２
年
間
で

し
た
。

　
紙
面
に
は
お
さ
ま
ら
な
い
体
験
が
、

こ
こ
に
は
あ
り
ま
す
。

　

倫
理
指
導
は
、
誰
で
も
受
け
る
こ
と

が
出
来
る
と
聞
い
て
お
り
ま
し
た
の
で
、

今
年
３
月
に
倫
理
法
人
会
に
入
会
し
て

す
ぐ
に
上
能
喜
久
治
法
人
ス
ー
パ
ー
バ

イ
ザ
ー
に
倫
理
指
導
を
お
願
い
し
ま
し

た
。

　

当
時
、
仕
事
に
お
い
て
の
悩
み
、
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
な
人
間
関
係
で
の
悩
み
も

あ
り
ま
し
た
。

　
項
目
毎
に
た
く
さ
ん
ご
指
導
を
頂
き

ま
し
た
が
、
共
通
す
る
こ
と
は
『
感
謝

の
心
』
を
持
つ
こ
と
の
大
切
さ
で
し
た
。

両
親
に
、
妻
に
、
友
人
に
、
従
業
員
さ

ん
に
、
お
金
に
、
物
に
、
生
き
物
に
…

感
謝
の
心
が
足
り
な
い
自
分
に
気
づ
き

ま
し
た
。

　

私
は
『
食
』
を
扱
う
仕
事
を
し
て
い

る
こ
と
も
あ
り
、
具
体
的
な
実
践
項
目

と
し
て
、
食
材
に
対
し
て
慰
霊
祭
等
を

行
い
、
感
謝
の
気
持
ち
を
表
し
て
は
ど

う
か
と
ご
指
導
頂
き
ま
し
た
。
す
ぐ
に
、

　

私
は
父
の
隠
し
子
と
し
て
生
ま

れ
、
戸
籍
の
父
親
の
欄
は
、
ず
っ
と

空
白
で
し
た
。

　
２
０
１
６
年
４
月
に
八
尾
市
倫
理

法
人
会
に
入
会
し
、
４
ヶ
月
後
に
山

路
卓
司
法
人
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
倫
理

指
導
を
受
け
、
父
親
の
身
辺
調
査
を

行
っ
た
結
果
、
父
が
逝
去
し
て
い
た

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

死
後
認
知
は
３
年
ま
で
可
能
で

あ
る
こ
と
も
わ
か
り
、
弁
護
士
さ
ん

に
相
談
し
、
調
べ
て
も
ら
い
わ
か
っ

た
日
が
、
父
親
が
亡
く
な
っ
て
死

後
３
年
に
な
る
３
日
前
で
し
た
。
わ

ず
か
３
日
残
っ
た
チ
ャ
ン
ス
を
掴

み
、死
後
認
知
裁
判
を
行
い
ま
し
た
。

２
０
１
７
年
４
月
に
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
を

行
い
、
判
決
が
下
り
８
月
に
認
知
さ

れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
も
遺
産
相
続
に
つ
い
て
11

月
に
再
び
倫
理
指
導
を
受
け
、
正
直

倫理指導

体 験 談

シリーズ 13

シリーズ 14

倫理実践者を増やそう！
倫理指導を受けやすくして

大阪北区倫理法人会
実行委員

善元　正樹

八尾市倫理法人会
幹事

新福　泰雅

感謝の心を持つ事の大切さ

父母を心から尊敬し、
心から感謝 ! !

● 

倫
理
指
導 

●

● 

倫
理
指
導 

●

上
能�

喜
久
治�

氏

（
一
社
）倫
理
研
究
所

法
人
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー

山
路�

卓
司�

氏

（
一
社
）倫
理
研
究
所

法
人
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
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経営者の皆様、悩み事・困り事はありませんか？私たちと一緒に学び・解決しませんか？
　当会では現在、大阪府下の24カ所にて、毎週火〜土曜日の朝６時30分から７時30分まで「経営者モーニングセミナー」（MS）を開催し
ています。倫理法人会に入会されますと、大阪府下だけでなく全国各地で開催されているMSに参加することができます。
【��Ｍ��Ｓ��】� 最新のビジネス情報から、ベテラン経営者の体験談など、家庭円満・会社繁盛の秘訣がてんこもりです！
� （詳細内容は11〜12ページのMS予定表をご覧ください。）
【朝 食 会】� ＭＳ終了後は自由参加で朝食会を開催。異業種交流と情報交換の場として積極的に活用されています。

大阪府倫理法人会　経営者モーニングセミナー（MS）のご案内
会員でない方は無料・予約なしでご参加頂けます

新入会員自己紹介

ＭＳの流れ
6：28〜6：30
開始2分前

気持ちを整え、切り換える静寂の時間
開始２分前（予鈴が鳴ります）

6：30開始 開始（本鈴が鳴ります）
倫理法人会の歌　偶数月「夢かぎりなく」、奇数月「夢はてしなく」を斉唱

6：35頃

17ヵ条斉唱「万人幸福の栞」輪読
当会の根本理念であり、生活の筋道である「純粋倫理」のエキスが濃縮された栞
の17 ヵ条を毎週１条ずつ、みんなで読んでいきます。
元気良く「はい！」と言って、栞を輪読することで、積極性を養います。

6：40頃 会長挨拶

6：45頃 会員スピーチ（ない時もあります）
会員が当会での学びを踏まえた日常生活での気づきや体験を報告する時間。

6：50頃〜7：25 〈講話〉詳しい内容は７〜８ページの予定表をご覧ください。
7：25〜7：30 連絡事項、誓いの言葉、終了（終鈴が鳴ります）
7：30〜 朝食会（自由参加）

１. 今日は最良の一日、今は無二の好機
２. 苦難は幸福の門
３. 運命は自らまねき、境遇は自ら造る
４. 人は鏡、万象はわが師
５. 夫婦は一対の反射鏡
６. 子は親の心を実演する名優である
７. 肉体は精神の象徴、病気は生活の赤信号
８. 明朗は健康の父、愛和は幸福の母
９. 約束を違えれば、

己の幸いを捨て他人の福を奪う

「万人幸福の栞」

●お問合先
大阪府倫理法人会�事務局
〒542-0081　大阪市中央区南船場２丁目４番８号　長堀プラザビル５階
TEL 06-6125-5101　FAX　06-6266-0739　E-mail info@osaka-rinri.net

10. 働きは最上の喜び
11. 物はこれを生かす人に集まる
12. 得るは捨つるにあり
13. 本を忘れず、末を乱さず
14. 希望は心の太陽である
15. 信ずれば成り、憂えれば崩れる
16. 己を尊び人に及ぼす
17. 人生は神の演劇、その主役は己自身である

主な仕事内容は、マンツーマンのパーソナルトレーニン
グ、企業の健康コンサルです。モーニングセミナーに参加
して感じたことは、奇跡の出会いがあるという事です。
たくさんの素晴らしい講話を拝聴する中で、一度聴いただ
けで毎日の生活に変化が起こるほどでした。そして実践を
繰り返した素晴らしい経営者の方々と近い距離で接する
ことができ、自己を成長させることができると直感しまし
た。これから自身も実験、実践をしていこうと思います。

（紹介者：HPからの問い合わせ）

タイガーフィットネスOSAKA
原田 陵太 実行委員

（大阪市倫理法人会）

幸せの法則は倫理にあり

初めて参加したMSの講話が蒲ヶ原裕子さんの『はい、喜
んで』という講話で話し方や展開に身を乗り出して聞き
入ってしまい、こんなお話が毎週聞けるなら『はい、喜
んで』と入会させて頂きました。結婚相談所を運営して
いますので倫理での学びをカウンセリングにも大いに生
かしていきたいと思います。そして、２児の母としても
子供たちにも倫理を伝えて行きます!!

（紹介者：溝口 奈穂 専任幹事／大阪市倫理法人会）

関西ブライダルエテルナ高槻店25niko
片岡 由香里 実行委員

（高槻市倫理法人会）

倫理と共に育つ心

寝屋川でシニアの方や初心者の方にスマートフォンとタ
ブレットを学んでいただくためにオーナー兼講師をさせ
ていただいています岡本真由美と申します。㈱ふたばの
宮野社長に紹介していただきました。毎回のMSでは人生
の勉強をさせていただいてます。倫理の素晴らしさと倫
理を通して出会えた方全てに日々感謝しております。感
謝の気持ちを忘れずに これからも万人幸福の栞の１つ１
つを実践していけるように頑張ります。
（紹介者：宮野 桂生香 実行委員／寝屋川市倫理法人会）

BCCスマートフォン&タブレット 和 with GM教室
岡本 真由美 実行委員

（寝屋川市倫理法人会）

倫理と出会いに感謝！

初めまして、島原隆一です。都島区で、お年寄りの認知症
予防啓発を目的とした、麻雀店を営んでおります。会社員
時代、新大阪倫理法人会に所属しておりましたが、その時
にはなかなか参加できず、会社を退職したタイミングで、
新大阪倫理法人会を退会し、心機一転、千里中央倫理法人
会に入会致しました。会社員から経営者になり、改めて
倫理経営を真剣に学ぼうと、そして人として成長し、器の
大きい経営者を目指す所存です。宜しくお願い致します。
 （紹介者：桝田 佳明 会長／千里中央倫理法人会）

コミュニティ健康麻雀協会
島原 隆一 実行委員

（千里中央倫理法人会）

倫理再入会にあたって

知人の紹介で、タイガーフィットネス大阪代表の原田氏
と出会い、原田氏の紹介で今年5月MSにお誘い頂き、倫
理法人会を知りました。配管工の仕事を16年させて頂い
ており2014年には某ゼネコン(長谷工)優良技能職長にも
選んでいただきました。しかし、職人としての技術はあっ
ても、経営や、人材育成といった事は苦手な分野であり
ます。それらを、倫理法人会を通じて自分に足りないもの、
要らないものを学んで参りたいと思います。

（紹介者：原田 陵太 実行委員／大阪市倫理法人会）

神門設備
神門 剛 実行委員

（大阪市倫理法人会）

自分に足りないもの、要らないもの

私は、４月末の初ＭＳで即その場で入会を決めました。
なぜなら、ＭＳでの挨拶・唄等が体育会系の私には心地
よく感じられ、また、皆さんとの出会い・講話・勉強会
等が人・ビジネスという木の根っ子の部分を太く育てる
ものだと思ったからです。入会後は積極的に参加し、毎
回学び・気づきを頂き、実践を心がけています。これか
らも元気で明るい挨拶で楽しく皆さんとふれあいたく、
よろしくお願い致します。ありがとうございます。
（紹介者：西浦 正宏 事務長／大阪天王寺区倫理法人会）

㈲エンジニアリング川上
鍛治屋 弘 実行委員

（大阪天王寺区倫理法人会）

元気ハツラツ明るく楽しく

今年の２月、五島先生のお誘いで初めて出席した日の感想
です。小林会長の素晴らしい笑顔。諸先輩方の笑顔。大
きな声での爽やかな挨拶。思わずこちら側も笑顔で答え
てしまう。とにかく前向きの集団。早朝からこのモチベー
ションを持続できる人たちは、どんな方たちなんだろう！
の疑問からスタートしました。「ありがとうございます」
の言葉で気持ちの良い一日がスタートする実践倫理の実
践中です。日々の活動に活かして学びを深めていきます。

（紹介者：五島 広文 会長／松原市倫理法人会）

第一生命保険株式会社
末吉 初美 実行委員

（松原市倫理法人会）

「みなさん、おはようございます」のあいさつ。朝から何このテンション！

背骨コンディショニングの整体をしています。聖書には
「何事でも、自分にしてもらいたいことは、ほかの人にも
そのようにしなさい」と書かれています。万人幸福の栞
にも「人の喜びをわが喜びとする、その喜び、これこそ
地上無比の喜びである」と書かれています。この言葉を
実現するために、毎週一度MSに参加して、原理原則に
立ち返り、再スタートを切りますのでこれからもどうぞ
よろしくお願いします。

（紹介者：出原 廣太 副会長／堺市倫理法人会）

グレース整骨院
春名 剛 実行委員

（堺市倫理法人会）

原理原則に生きる
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☎
06︲6313︲1363

会
 場

／
プ

レ
ミ

ア
ホ

テ
ル

 －
CABIN

－
 大

阪

地下鉄谷町線・堺筋線「南森町」駅下車、

２号出口真上

ＪＲ東西線「大阪天満宮」駅下車、地下鉄４│Ｂ出口正面

大阪市北区南森町１︲３︲19　２階

生
玉
前
町

天
王
寺
上
汐
局

天王寺石ヶ辻局

大阪上本町六局
千
日
前
通

近
鉄
百
貨
店

大
阪
上
本
町
駅

上
本
町
YU

FU
RA

上
本
町
六

東
高
津
町

シ
ェ
ラ
ト
ン
都
ホ
テ
ル
大
阪

谷町筋

谷町線
谷町九丁目
駅 大

阪
天

王
寺

区
倫

理
法

人
会

会
長

：
岩

佐
 隆

広
　

☎
090︲3168︲4826

会
 場

／
シ

ェ
ラ

ト
ン

都
ホ

テ
ル

大
阪

（
3F 金

剛
の

間
）
近鉄大阪上本町駅直結

大阪市天王寺区上本町６│１│55

U
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル

TIS
セ
ン
タ
ー
6
階

三
菱
UFJ銀

行

ハ
ウ
ス
食
品

バ
ス
停

近
鉄
奈
良
線

至
難
波

至
奈
良

マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ

関
西
電
力

郵
便
局

U・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ホ
テ
ル

大阪商業大学

河
内
小
阪

東
大

阪
市

倫
理

法
人

会
会

長
：

武
知

 歳
弘

　
☎

06︲6748︲8838
会

 場
／

U
・

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ホ
ー

ル
 TTSセ

ン
タ

ー

高槻市立

中央図書館

横
山
医
院

み
ず
き
通
り

国
道
171号

高
槻
警
察
署

大
手
保
育
園

光
松
寺

北
大
手

高
槻
現
代
劇
場

高
槻
市
役
所
前 高
槻
商
工
会
議
所

高
槻

市
倫

理
法

人
会

副
事

務
長

：
日

原
 和

美
　

☎
072︲668︲5805

会
 場

／
高

槻
商

工
会

議
所

 ４
階

大
ホ

ー
ル

JR京
都
線
高
槻
駅
下
車
徒
歩
15分

・
阪
急
京
都
線
高
槻
市
駅
徒
歩
約
10分

大
阪
府
高
槻
市
大
手
町
３
－
46

北
大
阪
信
用
金
庫

茨
木
郵
便
局

ソ
フ
ト
バ
ン
ク

Ｐ
Ｐ

Ｐ
産業道路

ＪＲ茨
木駅

茨
木
セ
ン
ト
ラ
ル
ホ
テ
ル

茨
木

市
倫

理
法

人
会

会
長

：
藤

原
 優

里
　

☎
072-624-1600

会
 場

／
茨

木
セ

ン
ト

ラ
ル

ホ
テ

ル

Ｊ
Ｒ
茨
木
駅
か
ら
徒
歩
３
分

大
阪
府
茨
木
市
西
駅
前
町
14-8

会
場

地
図

北
大
阪
プ
ラ
ザ

セブンイレブン
枚
方

郵
便
局

JA

近
鉄

枚方市駅

至大阪 京阪本線

至京都

南口
ロータリー

サンプラザ

枚方
市民会館

枚方市役所

別館

枚方市役所

本館
公園

スターバックス

枚
方

・
交

野
倫

理
法

人
会

会
長

：
貫

山
 　

進
　

☎
072︲841︲6422

会
 場

／
北

大
阪

商
工

会
議

所

り
そ
な
銀
行

ロ
ー
ソ
ン

至
西
中
島
南
方

至
茨
木

至
江
坂

至新神戸
至京都

地下鉄御堂筋線
ＪＲ東海道本線

新
大
阪
駅

新大阪駅

新大阪ワシントンホテルプラザ

新
幹
線
新
大
阪
駅

新
大

阪
倫

理
法

人
会

相
談

役
：

出
﨑

 三
惠

　
☎

06︲6390︲7575
会

 場
／

新
大

阪
ワ

シ
ン

ト
ン

ホ
テ

ル
プ

ラ
ザ

ＪＲ新大阪駅より、正面口より

徒歩約３分

地下鉄新大阪駅より、

７番出口より徒歩約３分

大阪市淀川区西中島５︲５︲₁₅

地下鉄御堂筋線・北大阪急行江坂駅

１番出口から徒歩１分

吹田市江坂町１︲1
3︲4
1　ＳＲビル江坂

三
菱
U
FJ銀

行

Ｐ

第
２

サ
ニ
ー
ス
ト
ン

ホ
テ
ル

み
ず
ほ
銀
行

至
千
里
中
央

地下鉄御堂筋線 新御堂筋

江坂駅

JFC
日
本
研
修
セ
ン
タ
ー
江
坂

吹
田

市
倫

理
法

人
会

会
長

：
三

室
 十

志
樹

　
☎

06︲6101︲1546
会

 場
／

日
本

研
修

セ
ン

タ
ー

江
坂

堺
市
立
泉
ヶ
丘
市
民
セ
ン
タ
ー

堺
市
立
南
図
書
館

大
蓮
公
園堺

市
立
泉
北

す
え
む
ら
資
料
館

濁
池

茶
山
台
1丁 交

番
前

茶
山
台
2丁

大
型
児
童
館

ビ
ッ
グ
バ
ン

至和泉中央

至大阪狭山市

国
道

34号
線

国
道
38号

線

南
専
門
店
街
　
パ
ン
ジョ・高

島
屋

泉
ヶ
丘
駅

ビ
ッ
グ
・
ア
イ

堺
市

中
区

倫
理

法
人

会
会

長
：

石
井

 宏
之

　
☎

0725︲53︲4020
会

 場
／

国
際

障
害

者
交

流
セ

ン
タ

ー
　

ビ
ッ

グ
・

ア
イ

泉北高速鉄道「泉个丘」駅下車、

徒歩約３分

堺市南区茶山台１︲８︲１

大
　
川

八
軒
家

駐
車
場

12号
出
口

11号
出
口

京阪シティモール

至
北
浜

至
O
BP

土
佐
堀
通
り

京
阪
・
地
下
鉄
天
満
橋
駅

O
M
M

至東天満谷町筋

大
阪
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル

大
阪

市
＆

大
阪

都
島

区
倫

理
法

人
会

大
　

阪
　

市
　

会
長

：
熊

代
 　

琢
　

☎
0
9
0
︲8

8
2
1
︲3

9
7
7

大
阪

都
島

区
　

会
長

：
松

藤
 隆

則
　

☎
0
9
0
︲6

9
7
9
︲9

2
8
0

会
 場

／
大

阪
キ

ャ
ッ

ス
ル

ホ
テ

ル
地下鉄・京阪本線天満橋駅

下車すぐ

大阪市中央区天満橋京町１︲１

天
保
山
大
観
覧
車 阪神高速湾岸線

阪神高速大阪港線

天
保
山

マ
ー
ケ
ッ
ト
プ
レ
イ
ス

海
遊
館

大
阪
港
湾

合
同
庁
舎

天
保
山
JCT

出
口

中
央
体
育
館

大
阪
港
駅

ホ
テ
ル
シ
ー
ガ
ル
て
ん
ぽ
ー
ざ
ん
大
阪

大
阪

み
な

と
倫

理
法

人
会

会
長

：
野

口
 政

隆
　

☎
06︲6477︲6667

会
 場

／
ホ

テ
ル

シ
ー

ガ
ル

て
ん

ぽ
ー

ざ
ん

大
阪

阪神高速湾岸線・大阪港線より・

天保山出口より約５分

マ
ク
ド
ナ
ル
ド

コ
イ
ン
パ
ー
キ
ン
グ

26D
出
入
り
口

25
出
入
り
口

吉
野
家

グ
リ
コ
の

看
板

かに道楽

道
頓
堀

道
頓
堀
川

地下鉄御堂筋線

松竹座

地下鉄四ツ橋線

戎橋

ニ
ュ
ー

ジ
ャ
パ
ン

道
頓
堀
ホ
テ
ルな

ん
ば
駅

JR
難
波
駅

地
下
鉄
千
日
前
線

道
頓

堀
倫

理
法

人
会

会
長

：
向

井
 玄

人
　

☎
06︲6697︲7732

会
 場

／
道

頓
堀

ホ
テ

ル
地下鉄各線・難波駅、₂₅番出口から

徒歩約３分

大阪市中央区道頓堀２︲３︲₂₅

泉
大
津
駅

ホ
テ
ル
・
き
ら
ら
リ
ゾ
ー
ト
関
空

泉
大
津
マ
リ
ー
ナ

旧
大
津
港

コ
ー
ナ
ン

泉
大
津
出
口

泉
大
津
料
金
所

フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト

阪
神
高
速
湾
岸
線

泉
大
津
郵
便
局

ロ
ー
ソ
ン

戎
小
学
校

サ
ン
ク
ス

東
池

公
園

泉
州

倫
理

法
人

会
会

長
：

中
川

 顕
一

　
☎

090︲8755︲8692
会

 場
／

ホ
テ

ル
・

き
ら

ら
リ

ゾ
ー

ト
関

空
阪神高速湾岸線泉大津出口すぐ

（駐車場完備）

泉大津市なぎさ町５︲１

近鉄・奈良線河内小阪駅より

徒歩２分

東大阪市御厨栄町１︲４︲４

〜

り
そ
な
銀
行

松
原
徳
州
会
病
院

天
美
図
書
館

無
料
駐
車
場
ローソン

阪
神
高
速
14号

松
原
線

三
宅
出
入
口

三宅新道

池
内
中
公
民
館

国道３０９号線
河内天美駅

近鉄南大阪線

松
原

市
倫

理
法

人
会

会
長

：
五

島
 広

文
　

☎
072︲335︲6249

会
 場

／
池

内
中

公
民

館
近鉄南大阪線・河内天美駅より

北東へ徒歩７分

松原市天美東７︲12
大
浜
公
園

中
央
環
状
線

至
難
波

至
和
歌
山

阪堺電軌阪堺線
南海本線

阪神高速16号堺線

国道26号線

堺駅湊駅

ホ
テ
ル
・
ア
ゴ
ー
ラ

リ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
堺

堺
市

倫
理

法
人

会
会

長
：

内
藤

 伸
吾

　
☎

072︲284︲8086
会

 場
／

ホ
テ

ル
・

ア
ゴ

ー
ラ

リ
ー

ジ
ェ

ン
シ

ー
堺

南海本線・堺駅より直結

堺市堺区戎島町４︲₄₅︲１

コ
ー
ナ
ン

新
石
切
駅

至
八
尾

至
枚
方

至
な
ん
ば

至
奈
良

薬
局

ヤ
ナ
セ

石
切
神
社

近
鉄
け
い
は
ん
な
線

阪
神
高
速
13号

東
大
阪
線

セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン

近鉄奈良線

至生野

石切駅
外環状線

旧国道１７０号線

ホ
テ
ル
セ
イ
リ
ュ
ウ

大
阪

鴻
池

倫
理

法
人

会
会

長
：

礒
山

 哲
也

　
☎

090︲9874︲3179
会

 場
／

ホ
テ

ル
セ

イ
リ

ュ
ウ

近
鉄
奈
良
線
石
切
駅
下
車
�南

へ
徒
歩
約
５
分

東
大
阪
市
上
石
切
町
１
-11-12

ホ
テ
ル
ヴ
ィ
ス
キ
オ
尼
崎

ラ
ウ
ン
ド
ワ
ン

駅
前

ロ
ー
タ
リ
ー

JR尼
崎
駅

大
阪

尼
崎

倫
理

法
人

会
会

長
：

高
橋

 　
稔

　
☎

090︲2101︲4700
会

 場
／

ホ
テ

ル
ヴ

ィ
ス

キ
オ

尼
崎

JR尼
崎
駅
北
口
か
ら
す
ぐ
（
デ
ッ
キ
で
直
結
）

尼
崎
市
潮
江
１
－
４
－
１

京
阪
本
線
・
枚
方
市
駅
よ
り
南
東
方
向
へ
徒
歩
₁₀分

枚
方
市
大
垣
内
町
２
⊖₁₂⊖₂₇

10



平
成

30年
10月

大
阪

府
倫

理
法

人
会

経
営

者
モ

ー
ニ

ン
グ

セ
ミ

ナ
ー

〈
予
�定

�表
〉

モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
開
催
時
間

6：
30Ａ

Ｍ
〜
7：

30Ａ
Ｍ

詳
し
く
は
大
阪
府
倫
理
法
人
会
事
務
局
、

大
阪
府
倫
理
法
人
会
H
Pま

で
ど
う
ぞ

TEL�06－
6125－

5101
http://w

w
w
.osaka-rinri.net/

※
点
線
部
分
を
折
り
、

　
4つ

折
り
に
し
て
ご
使
用
下
さ
い

日
曜日

単
 会

 名
講
 師

 役
 職

 名
講
 師

テ
 ー

 マ

25
木

大
阪

鴻
池

（
一

社
）倫

理
研

究
所

 名
誉

研
究

員
宇

都
進

一
郎

 氏
世

界
の

常
識

を
め

ざ
す

倫
理

実
践

大
阪

尼
崎

大
阪

府
倫

理
法

人
会

 後
継

者
倫

理
塾

運
営

副
委

員
長

中
村

　
俊

介
 氏

倫
理

法
人

会
に

入
会

し
て

気
づ

い
た

こ
と

 
P.13参

照

吹
田

市
大

阪
み

な
と

倫
理

法
人

会
 相

談
役

田
頭

　
一

之
 氏

人
は

支
え

合
っ

て
成

果
を

創
る

大
阪

み
な

と
倫

理
法

人
会

 幹
事

佐
治

　
瑞

枝
 氏

茨
木

市
（

一
社

）倫
理

研
究

所
 法

人
ス

ー
パ

ー
バ

イ
ザ

ー
佐

藤
　

福
男

 氏
や

さ
し

い
倫

理
入

門

26
金

高
槻

市
（

一
社

）倫
理

研
究

所
 法

人
ス

ー
パ

ー
バ

イ
ザ

ー
田

畑
　

　
章

 氏
『

右
手

に
そ

ろ
ば

ん
、左

手
に

倫
理

』
〜

徳
と

才
の

経
営

〜
東

大
阪

市
（

一
社

）倫
理

研
究

所
 法

人
レ

ク
チ

ャ
ラ

ー
藤

原
　

忠
生

 氏
三

文
の

徳
大

阪
中

央
区

（
一

社
）倫

理
研

究
所

 参
与

井
上

　
茂

勝
 氏

倫
理

が
伝

え
る

繁
栄

の
ヒ

ン
ト

堺
　

市
公

益
財

団
法

人
修

養
団

伊
勢

道
場

 講
師

寺
岡

　
　

賢
 氏

伊
勢

神
宮

に
学

ぶ
広

や
か

な
心

 
P.13参

照
大

阪
都

島
区

（
一

社
）倫

理
研

究
所

 法
人

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

津
々

木
昭

子
 氏

常
に

一
歩

前
進

 〜
現

状
打

破
〜

豊
中

市
福

井
識

章
行

政
書

士
事

務
所

 代
表

 / 未
会

員
福

井
　

識
章

 氏
「軽自動車が住居」から日本有数の事務所への飛躍 〜利他即自利の気づき〜

27
土

大
阪

西
区

山
口

県
倫

理
法

人
会

 副
会

長
松

永
　

秀
夫

 氏
活

力
朝

礼
で

ひ
と

儲
け

！
松

原
市

（
一

社
）倫

理
研

究
所

 法
人

ス
ー

パ
ー

バ
イ

ザ
ー

松
森

　
悦

子
 氏

す
べ

て
は

決
断

か
ら

大
阪

北
区

大
阪

北
区

倫
理

法
人

会
 実

行
委

員
善

元
　

正
樹

 氏
運

命
自

招
 〜

人
は

鑑
〜

大
阪

北
区

倫
理

法
人

会
 実

行
委

員
大

塚
　

良
介

 氏
小

さ
な

一
歩

で
明

る
い

未
来

30
火

大
阪

市
豊

中
市

倫
理

法
人

会
 副

会
長

栫
　

　
浩

志
 氏

万
事

休
す

！
が

ス
タ

ー
ト

で
し

た
八

尾
市

八
尾

市
倫

理
法

人
会

 実
行

委
員

田
村

穂
奈

美
 氏

潜
在

意
識

と
倫

理
 〜

入
会

5
ヶ

月
。実

践
と

そ
の

軌
跡

〜
枚

方
・

交
野

道
頓

堀
倫

理
法

人
会

 会
員

姜
　

智
可

子
 氏

ひ
ょ

う
た

ん
か

ら
駒

 〜
ま

ん
じ

ゅ
う

食
べ

た
ら

美
味

か
っ

た
〜

新
大

阪
（

一
社

）倫
理

研
究

所
 法

人
ス

ー
パ

ー
バ

イ
ザ

ー
上

能
喜

久
治

 氏
本

を
忘

れ
ず

、末
を

乱
さ

ず
 〜

ツ
ミ

の
自

覚
と

詫
び

る
心

〜
堺

市
北

区
（

一
社

）倫
理

研
究

所
 法

人
ス

ー
パ

ー
バ

イ
ザ

ー
田

畑
　

　
章

 氏
徳

と
才

の
経

営
大

阪
み

な
と

大
阪

み
な

と
倫

理
法

人
会

 実
行

委
員

鳥
井

　
　

一
 氏

倫
理

実
践

か
ら

学
ぶ

思
考

管
理

術

31
水

寝
屋

川
市

大
阪

府
倫

理
法

人
会

 後
継

者
倫

理
塾

 運
営

委
員

長
松

本
　

　
学

 氏
人

間
は

変
わ

る
こ

と
が

で
き

る
千

里
中

央
豊

中
市

倫
理

法
人

会
 副

専
任

幹
事

前
田

　
智

之
 氏

改
過

自
新

道
頓

堀
大

阪
府

倫
理

法
人

会
 副

会
長

川
村

　
　

慶
 氏

社
員

を
幸

福
(し

あ
わ

せ
)に

す
る

経
営

者
の

生
活

習
慣

堺
市

中
区

堺
市

中
区

倫
理

法
人

会
 幹

事
原

田
　

昌
樹

 氏
倫

理
実

践
で

自
分

の
未

来
が

よ
り

輝
く

！

大
阪
市
倫
理
法
人
会
…
…
…
☎
0
9
0
-8
8
2
1
-3
9
7
7

会
長

：
熊

代
　

琢
／

ダ
イ

ワ
ア

ド
テ

ッ
ク

㈱
内

高
槻
市
倫
理
法
人
会
…
…
…
☎
0
7
2
-6
6
8
-5
8
0
5

副
事

務
長

：
日

原
 和

美
／

キ
ー

プ
ス

マ
イ

リ
ー（

同
）内

東
大
阪
市
倫
理
法
人
会
…
…
☎
0
6
-6
7
4
8
-8
8
3
8

会
長

：
武

知
 歳

弘
／

武
限

サ
ー

ビ
ス

内
大
阪
天
王
寺
区
倫
理
法
人
会
�…
☎
0
9
0
-3
1
6
8
-4
8
2
6

会
長

：
岩

佐
 隆

広
／

T
H

C
内

大
阪
西
区
倫
理
法
人
会
…
…
☎
0
6
-6
7
6
6
-4
5
3
9

事
務

長
：

釜
中

 利
仁

／
公

認
会

計
士

・
税

理
士

  釜
中

利
仁

事
務

所
内

寝
屋
川
市
倫
理
法
人
会
…
…
☎
0
6
-6
9
0
6
-5
3
7
1

専
任

幹
事

：
中

川
 秀

臣
／

㈱
カ

ン
ボ

ー
内

松
原
市
倫
理
法
人
会
…
…
…
☎
0
7
2
-3
3
5
-6
2
4
9

会
長

：
五

島
 広

文
／

㈲
SC

C
大

阪
内

大
阪
中
央
区
倫
理
法
人
会
…
☎
0
6
-6
8
0
9
-1
1
8
2

会
長

：
天

冨
 　

謙
／

㈱
A

-SY
ST

E
M

内
千
里
中
央
倫
理
法
人
会
…
…
☎
0
7
2
-7
3
9
-8
8
8
8

会
長

：
桝

田
 佳

明
／

㈱
オ

フ
ィ

ス
テ

ー
マ

パ
ー

ク
内

堺
市
倫
理
法
人
会
…
…
…
…
☎
0
7
2
-2
8
4
-8
0
8
6

会
長

：
内

藤
 伸

吾
／

㈱
ハ

ウ
ジ

ン
グ

コ
ア

ー
内

大
阪
北
区
倫
理
法
人
会
…
…
☎
0
6
-6
3
1
3
-1
3
6
3

法
人

SV
：

上
能

 喜
久

治
／

㈱
ジ

ェ
イ

エ
ス

ケ
ー

内
八
尾
市
倫
理
法
人
会
…
…
…
☎
0
9
0
-8
2
3
5
-8
5
6
8

会
長

：
岡

　
　

巌
／

㈲
丹

陽
社

一
級

建
築

士
事

務
所

内
大
阪
都
島
区
倫
理
法
人
会
�…
☎
0
9
0
-6
9
7
9
-9
2
8
0

会
長

：
松

藤
 隆

則
／

弁
護

士
法

人
 京

阪
藤

和
法

律
事

務
所

内

泉
州
倫
理
法
人
会
…
…
…
…
☎
0
9
0
-8
7
5
5
-8
6
9
2

会
長

：
中

川
 顕

一
／

オ
フ

ィ
ス

ナ
カ

ガ
ワ

内
大
阪
鴻
池
倫
理
法
人
会
…
…
☎
0
9
0
-9
8
7
4
-3
1
7
9

会
長

：
礒

山
 哲

也
／

㈱
じ

ょ
ぶ

内
枚
方
・
交
野
倫
理
法
人
会
�…
☎
0
7
2
-8
4
1
-6
4
2
2

会
長

：
貫

山
　

進
／

㈱
貫

山
建

設
内

大
阪
尼
崎
倫
理
法
人
会
…
…
☎
0
9
0
-2
1
0
1
-4
7
0
0

会
長

：
高

橋
　

稔
／

R
B
コ

ン
サ

ル
テ

ィ
ン

グ
内

新
大
阪
倫
理
法
人
会
…
…
…
☎
0
6
-6
3
9
0
-7
5
7
5

相
談

役
：

出
﨑

 三
惠

／
サ

ン
バ

イ
オ

ジ
ャ

パ
ン

㈱
内

道
頓
堀
倫
理
法
人
会
…
…
…
☎
0
6
-6
6
9
7
-7
7
3
2

会
長

：
向

井
 玄

人
／

相
生

㈱
内

吹
田
市
倫
理
法
人
会
…
…
…
☎
0
6
-6
1
0
1
-1
5
4
6

会
長

：
三

室
 十

志
樹

／
㈱

ミ
ム

テ
ィ

コ
ー

ポ
レ

ー
シ

ョ
ン

内
堺
市
中
区
倫
理
法
人
会
…
…
☎
0
7
2
5
-5
3
-4
0
2
0

会
長

：
石

井
 宏

之
／

西
部

エ
ン

ジ
ニ

ア
リ

ン
グ

㈱
内

堺
市
北
区
倫
理
法
人
会
…
…
☎
0
7
2
-2
5
8
-5
3
1
5

会
長

：
浅

香
 隆

一
／

㈲
エ

イ
シ

ョ
ウ

ハ
ウ

ス
内

大
阪
み
な
と
倫
理
法
人
会
�
☎
0
6
-6
4
7
7
-6
6
6
7

会
長

：
野

口
 政

隆
／

㈱
キ

ャ
リ

ア
ア

ッ
プ

内
豊
中
市
倫
理
法
人
会
…
…
…
☎
0
6
-7
8
6
0
-8
2
8
8

会
長

：
米

澤
　

忍
／

㈱
Y
's Links内

茨
木
市
倫
理
法
人
会
…
…
…
☎
0
7
2
-6
2
4
-1
6
0
0

会
長

：
藤

原
 優

里
／

㈲
ス

ワ
ン

ク
リ

ー
ニ

ン
グ

内

各会問合せ 単のいわ先

③
点

線
部

分
を

折
り

、
４

つ
折

り
に

し
て

ご
使

用
下

さ
い

火曜日

大
阪

市
倫

理
法

人
会

大
阪
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル

TEL 06-6942-2401
大

阪
市

営
地

下
鉄

谷
町

線
・

京
阪

電
車

天
満

橋
駅

ビ
ル

6・
7F

八
尾

市
倫

理
法

人
会

マ
ナ
ビ
ッ
ク
ス
YAO

TEL 090-8235-8568
近

鉄
大

阪
線

八
尾

駅
・

中
央

南
出

口
よ

り
徒

歩
約

５
分

（
岡

 巌
会

長
携

帯
）

枚
方

・
交

野
倫

理
法

人
会

北
大
阪
商
工
会
議
所
101会

議
室

TEL 072-843-5151
京

阪
電

車
･枚

方
市

駅
よ

り
東

へ
徒

歩
10分

新
大

阪
倫

理
法

人
会

新
大
阪
ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル
プ
ラ
ザ

TEL 06-6303-8111
JR東

海
道

線
新

大
阪

駅
正

面
出

口
徒

歩
３

分
、

地
下

鉄
７

番
出

口
３

分
堺

市
北

区
倫

理
法

人
会

ホ
テ
ル
・
ア
ゴ
ー
ラ
 リ

ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
堺

TEL 072-224-1121
南

海
電

車
･堺

駅
西

口
と

直
結

大
阪

み
な

と
倫

理
法

人
会

ホ
テ
ル
シ
ー
ガ
ル
て
ん
ぽ
ー
ざ
ん
大
阪

TEL 06-6575-5000
阪

神
高

速
湾

岸
線

・
大

阪
港

線
よ

り
・

天
保

山
出

口
よ

り
約

５
分

水曜日

寝
屋

川
市

倫
理

法
人

会
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
コ
マ
ン
ダ
ー

TEL 072-823-7000
京

阪
電

車
･寝

屋
川

市
駅

南
へ

500m
千

里
中

央
倫

理
法

人
会

千
里
阪
急
ホ
テ
ル

TEL 06-6872-2211
大

阪
市

営
地

下
鉄

･大
阪

モ
ノ

レ
ー

ル
千

里
中

央
駅

す
ぐ

道
頓

堀
倫

理
法

人
会

な
ん
ば
道
頓
堀
ホ
テ
ル

TEL 06-6213-9040
大

阪
市

営
地

下
鉄

難
波

駅
（

25番
出

口
）

よ
り

徒
歩

３
分

堺
市

中
区

倫
理

法
人

会
国
際
障
害
者
交
流
セ
ン
タ
ー
 ビ

ッ
グ
ア
イ

TEL 072-290-0900
泉

北
高

速
鉄

道
泉

ヶ
丘

駅
よ

り
徒

歩
３

分

木曜日

大
阪

天
王

寺
区

倫
理

法
人

会
シ
ェ
ラ
ト
ン
都
ホ
テ
ル
大
阪
（
3F�金

剛
の
間
）

TEL 06-6773-1111
近

鉄
大

阪
上

本
町

駅
直

結
泉

州
倫

理
法

人
会

ホ
テ
ル
・
き
ら
ら
リ
ゾ
ー
ト
関
空

TEL 0725-20-1111
阪

神
高

速
道

路
湾

岸
線

・
泉

大
津

出
口

す
ぐ

大
阪

鴻
池

倫
理

法
人

会
ホ
テ
ル
セ
イ
リ
ュ
ウ

TEL 072-981-5001
近

鉄
奈

良
線

・
石

切
駅

よ
り

南
へ

徒
歩

５
分

大
阪

尼
崎

倫
理

法
人

会
ホ
テ
ル
ヴ
ィ
ス
キ
オ
尼
崎

TEL 06-6491-0002
JR東

海
道

線
・

尼
崎

駅
か

ら
ホ

テ
ル

へ
直

結
す

ぐ
吹

田
市

倫
理

法
人

会
JFC日

本
研
修
セ
ン
タ
ー
 江

坂
TEL 06-6386-4040

地
下

鉄
御

堂
筋

線
・

北
大

阪
急

行
江

坂
駅

1番
出

口
か

ら
徒

歩
1分

茨
木

市
倫

理
法

人
会

茨
木
セ
ン
ト
ラ
ル
ホ
テ
ル

TEL 072-624-1600
Ｊ

Ｒ
茨

木
駅

か
ら

徒
歩

３
分

金曜日

高
槻

市
倫

理
法

人
会

高
槻
商
工
会
議
所
　
４
階
大
ホ
ー
ル

TEL 072-675-0484
JR京

都
線

高
槻

駅
下

車
徒

歩
15分

・
阪

急
京

都
線

高
槻

市
駅

徒
歩

約
10分

東
大

阪
市

倫
理

法
人

会
U
･コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
�TTSセ

ン
タ
ー
6F

TEL 06-6784-3000
近

鉄
奈

良
線

・
河

内
小

阪
駅

す
ぐ

大
阪

中
央

区
倫

理
法

人
会

ハ
ー
ト
ン
ホ
テ
ル
南
船
場

TEL 06-6251-2111
大

阪
市

営
地

下
鉄

御
堂

筋
線

・
長

堀
鶴

見
緑

地
線

心
斎

橋
駅

、
徒

歩
５

分
堺

市
倫

理
法

人
会

ホ
テ
ル
・
ア
ゴ
ー
ラ
 リ

ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
堺

TEL 072-224-1121
南

海
電

車
・

堺
駅

西
口

と
直

結
大

阪
都

島
区

倫
理

法
人

会
大
阪
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル

TEL 06-6942-2401
大

阪
市

営
地

下
鉄

谷
町

線
･京

阪
線

天
満

橋
駅

ビ
ル

6･7F
豊

中
市

倫
理

法
人

会
ホ
テ
ル
ア
イ
ボ
リ
ー

TEL 06-6849-5040
阪

急
宝

塚
線

豊
中

駅
下

車
す

ぐ
、

北
口

よ
り

徒
歩

３
分

土曜日

大
阪

西
区

倫
理

法
人

会
四
ツ
橋
・
近
商
ビ
ル
館
�10階

TEL 06-6231-6157
大

阪
市

営
地

下
鉄

四
ツ

橋
線

・
四

ツ
橋

駅
３

番
出

口
 徒

歩
１

分
松

原
市

倫
理

法
人

会
池
内
中
公
民
館

TEL 090-3266-9790
近

鉄
南

大
阪

線
・

河
内

天
美

駅
北

東
へ

７
分

（
小

林
会

長
携

帯
）

大
阪

北
区

倫
理

法
人

会
プ
レ
ミ
ア
ホ
テ
ル
�−

CABIN
−
�大

阪
TEL 06-6363-1201

地
下

鉄
谷

町
線

・
堺

筋
線

「
南

森
町

」
駅

下
車

、
２

号
出

口
真

上
JR東

西
線

「
大

阪
天

満
宮

」
駅

下
車

、
地

下
鉄

４
−

Ｂ
出

口
正

面



日
曜日

単
 会

 名
講
 師

 役
 職

 名
講
 師

テ
 ー

 マ

2
火

大
阪

市
大

阪
都

島
区

倫
理

法
人

会
 相

談
役

芦
田

　
　

衞
 氏

信
成

万
事

八
尾

市
（

一
社

）倫
理

研
究

所
 法

人
ス

ー
パ

ー
バ

イ
ザ

ー
田

畑
　

　
章

 氏
「

右
手

に
そ

ろ
ば

ん
、左

手
に

倫
理

」
〜

徳
と

才
の

経
営

枚
方

・
交

野
茨

木
市

倫
理

法
人

会
 会

長
藤

原
　

優
里

 氏
要

物
必

与
in

 茨
木

 
P.

13
参

照
新

大
阪

（
一

社
）倫

理
研

究
所

 法
人

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

山
路

　
卓

司
 氏

『
存

在
の

価
値

』
堺

市
北

区
福

岡
市

倫
理

法
人

会
 相

談
役

大
島

　
修

治
 氏

成
長

と
は

新
し

い
習

慣
を

身
に

つ
け

る
こ

と
大

阪
み

な
と

（
一

社
）倫

理
研

究
所

 近
畿

方
面

 副
方

面
長

宇
都

　
　

進
 氏

「
実

践
の

す
す

め
 〜

純
情

の
陰

と
陽

」

3
水

寝
屋

川
市

枚
方

・
交

野
倫

理
法

人
会

 会
長

貫
山

　
　

進
 氏

会
長

を
拝

命
し

て
千

里
中

央
（

一
社

）倫
理

研
究

所
 近

畿
方

面
 副

方
面

長
宇

都
　

　
進

 氏
実

践
の

す
す

め
 〜

純
情

の
陰

と
陽

〜
道

頓
堀

京
都

市
倫

理
法

人
会

 会
長

山
下

　
太

郎
 氏

全
て

は
心

が
決

め
る

事
！

堺
市

中
区

休
会

4
木

大
阪

天
王

寺
区

（
一

社
）倫

理
研

究
所

 法
人

ス
ー

パ
ー

バ
イ

ザ
ー

佐
藤

　
福

男
 氏

栞
の

効
用

 〜
夫

婦
道

〜
泉

　
州

泉
州

倫
理

法
人

会
 幹

事
稲

田
　

　
健

 氏
我

が
人

生
の

気
づ

き
 

P.
13

参
照

大
阪

鴻
池

八
尾

市
倫

理
法

人
会

 幹
事

安
川

　
智

裕
 氏

意
識

が
変

わ
れ

ば
未

来
が

変
わ

る
大

阪
尼

崎
堺

市
倫

理
法

人
会

 事
務

長
森

田
　

秀
司

 氏
人を

応援
する

生き
方を

行く
 〜感

謝・
応援

・恩
義を

抱き
、人を

幸せ
にで

きる
存在

にな
るた

めに
〜

吹
田

市
吹

田
市

倫
理

法
人

会
 幹

事
橋

本
　

弥
生

 氏
徳

福
一

致
の

絶
対

倫
理

茨
木

市
大

阪
み

な
と

倫
理

法
人

会
 相

談
役

田
頭

　
一

之
 氏

補
い

合
っ

て
目

標
達

成
大

阪
み

な
と

倫
理

法
人

会
 幹

事
佐

治
　

瑞
枝

 氏

5
金

高
槻

市
東

京
都

倫
理

法
人

会
 東

京
都

レ
ク

チ
ャ

ラ
ー

濱
田

　
和

洋
 氏

そ
れ

で
も

一
日

も
一

分
も

曇
ら

せ
て

は
な

ら
な

い
東

大
阪

市
大

阪
み

な
と

倫
理

法
人

会
 会

長
野

口
　

政
隆

 氏
二

代
目

会
長

の
冒

険
大

阪
中

央
区

千
里

中
央

倫
理

法
人

会
 相

談
役

紺
田

　
泰

希
 氏

「
道

・
感

・
力

」を
磨

け
！

堺
　

市
堺

市
倫

理
法

人
会

 副
事

務
長

真
柴

　
美

保
 氏

憂
え

れ
ば

崩
れ

る
大

阪
都

島
区

滋
賀

県
倫

理
法

人
会

 幹
事

長
井

内
　

良
三

 氏
人生

嬉し
い事

と為
にな

るこ
とし

かな
い。

〜白
い行

動旗
を獲

得し
て〜

豊
中

市
豊

中
市

倫
理

法
人

会
 専

任
幹

事
門

浦
　

　
智

 氏
や

っ
て

み
な

わ
か

ら
ん

、や
っ

た
こ

と
し

か
の

こ
ら

ん

6
土

大
阪

西
区

大
阪

府
倫

理
法

人
会

 広
報

委
員

長
山

﨑
　

紀
子

 氏
信

成
万

事
 〜

こ
の

決
断

で
よ

か
っ

た
と

言
え

る
よ

う
に

〜
松

原
市

松
原

市
倫

理
法

人
会

 専
任

幹
事

堀
江

　
啓

三
 氏

倫
理

で
学

ん
だ

こ
と

　
Th

e 
Fi

na
l

大
阪

北
区

吹
田

市
倫

理
法

人
会

 幹
事

橋
本

　
弥

生
 氏

「
夫

婦
愛

和
」こ

そ
、全

て
の

要

9
火

大
阪

市
大

阪
府

倫
理

法
人

会
 女

性
委

員
会

 委
員

長
長

部
　

冨
美

 氏
「

す
な

お
な

心
」習

慣
を

変
え

る
八

尾
市

大
阪

府
倫

理
法

人
会

 幹
事

長
山

本
　

　
一

 氏
信

成
万

事
枚

方
・

交
野

泉
州

倫
理

法
人

会
 専

任
幹

事
永

野
　

祥
司

 氏
日

本
一

幸
せ

な
チ

ー
ム

を
つ

く
る

新
大

阪
（

一
社

）倫
理

研
究

所
 法

人
ス

ー
パ

ー
バ

イ
ザ

ー
佐

藤
　

福
男

 氏
栞

の
効

果
 〜

夫
婦

道
〜

堺
市

北
区

大
阪

北
区

倫
理

法
人

会
 相

談
役

松
井

　
直

輝
 氏

苦
難

福
門

 〜
大

ピ
ン

チ
！

赤
字

か
ら

の
脱

却
〜

大
阪

み
な

と
大

阪
み

な
と

倫
理

法
人

会
 専

任
幹

事
田

村
　

清
司

 氏
全

て
の

役
を

、楽
し

ん
で

ま
す

！

10
水

寝
屋

川
市

寝
屋

川
市

倫
理

法
人

会
 顧

問
中

道
　

　
茂

 氏
門

真
市

議
会

議
長

を
終

え
て

！
今

千
里

中
央

大
阪

天
王

寺
区

倫
理

法
人

会
 幹

事
小

澤
真

太
郎

 氏
ス

ー
パ

ー
ヒ

ー
ロ

ー
は

存
在

す
る

！
東

京
渋

谷
区

中
央

倫
理

法
人

会
 会

員
小

澤
獅

子
丸

 氏
道

頓
堀

大
阪

府
倫

理
法

人
会

 市
内

西
地

区
地

区
長

徳
田

　
昭

次
 氏

信
成

万
事

堺
市

中
区

松
原

市
倫

理
法

人
会

 相
談

役
小

林
　

昌
則

 氏
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

す
 〜

常
居

其
全

〜

11
木

大
阪

天
王

寺
区

大
阪

天
王

寺
区

倫
理

法
人

会
 会

員
井

上
　

由
美

 氏
自

ら
を

知
る

こ
と

に
活

路
が

あ
る

泉
　

州
（

一
社

）倫
理

研
究

所
 名

誉
研

究
員

丸
本

　
征

雄
 氏

思
い

は
叶

う
 ―

中
国

に
倫

理
を

！
―

大
阪

鴻
池

中
野

区
倫

理
法

人
会

 会
員

池
端

　
美

和
 氏

逆
境

か
ら

学
ん

だ
運

を
味

方
に

つ
け

る
方

法
！
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13
参

照
大

阪
尼

崎
大

阪
市

倫
理

法
人

会
 会

長
熊

代
　

　
琢

 氏
明

朗
・

愛
和

・
喜

働
 〜

日
本

の
タ

グ
ポ

ー
ト

単
会

目
指

し
て

〜
吹

田
市

（
一

社
）倫

理
研

究
所

 近
畿

方
面

 副
方

面
長

宇
都

　
　

進
 氏

実
践

の
す

す
め

 〜
純

精
の

陰
と

陽
茨

木
市

大
阪

府
倫

理
法

人
会

 副
会

長
川

村
　

　
慶

 氏
社

員
を

幸
福（

し
あ

わ
せ

）に
す

る
“強

運
経

営
者

”に
な

る
習

慣

12
金

高
槻

市
大

阪
府

倫
理

法
人

会
 研

修
副

委
員

長
藤

田
真

由
子

 氏
が

む
し

ゃ
ら

人
生

を
振

り
返

っ
て

東
大

阪
市

大
阪

府
倫

理
法

人
会

 副
幹

事
長

上
西

　
　

知
 氏

純
粋

倫
理

に
触

れ
て

変
わ

っ
た

こ
と

大
阪

中
央

区
大

阪
中

央
区

倫
理

法
人

会
 会

員
濵

野
夕

希
子

 氏
希

望
は

心
の

太
陽

で
あ

る

日
曜日

単
 会

 名
講
 師

 役
 職

 名
講
 師

テ
 ー

 マ

12
金

堺
　

市
（

一
社

）倫
理

研
究

所
 近

畿
方

面
 副

方
面

長
宇

都
　

　
進

 氏
実

践
の

す
す

め
 〜

純
情

の
陰

と
陽

大
阪

都
島

区
大

阪
都

島
区

倫
理

法
人

会
 会

員
篠

原
　

裕
之

 氏
『

夢
を

叶
え

る
』 

─
共

に
歩

む
─

豊
中

市
大

阪
み

な
と

倫
理

法
人

会
 会

員
永

井
　

　
純

 氏
未

来
を

創
る

方
法

を
教

え
ま

す
 〜

パ
リ

コ
レ

か
ら

の
学

び
〜

13
土

大
阪

西
区

大
阪

府
倫

理
法

人
会

 青
年

副
委

員
長

原
子

や
す

ふ
み

 氏
波

瀾
万

丈
も

幸
福

の
門

松
原

市
大

阪
府

倫
理

法
人

会
 女

性
副

委
員

長
山

本
　

典
子

 氏
必ず

自分
にか

えっ
てく

る。
だか

ら、
やっ

ぱり
あり

がと
うご

ざい
ます

大
阪

北
区

泉
州

倫
理

法
人

会
 専

任
幹

事
永

野
　

祥
司

 氏
日

本
一

幸
せ

な
チ

ー
ム

を
つ

く
る

16
火

大
阪

市
大

阪
市

倫
理

法
人

会
 幹

事
吉

富
　

　
稔

 氏
人

に
恵

ま
れ

る
八

尾
市

（
一

社
）倫

理
研

究
所

 近
畿

方
面

 方
面

長
津

隈
　

亮
二

 氏
事

業
承

継
 〜

純
粋

倫
理

の
視

点
か

ら
枚

方
・

交
野

豊
中

市
倫

理
法

人
会

 会
員

岡
野

眞
規

代
 氏

メ
ク

ル
メ

ク
い

の
ち

の
秘

密
新

大
阪

（
一

社
）倫

理
研

究
所

 法
人

ス
ー

パ
ー

バ
イ

ザ
ー

木
村

　
　

雅
 氏

大
我

と
繋

が
る

実
践

堺
市

北
区

堺
市

北
区

倫
理

法
人

会
 副

専
任

幹
事

伴
　

　
憲

祥
 氏

傘
 ─

倫
理

を
学

ん
で

得
た

こ
と

─
堺

市
北

区
倫

理
法

人
会

 会
員

松
岡

　
勇

樹
 氏

凡
事

徹
底

大
阪

み
な

と
大

阪
み

な
と

倫
理

法
人

会
 幹

事
佐

治
　

瑞
枝

 氏
有

る
も

の
は

有
り

、無
い

も
の

は
無

い
。

17
水

寝
屋

川
市

大
阪

中
央

区
倫

理
法

人
会

 研
修

委
員

長
吉

田
　

祐
介

 氏
倫

理
と

出
会

っ
て

千
里

中
央

大
阪

府
倫

理
法

人
会

 朝
礼

副
委

員
長

山
口

　
哲

也
 氏

倫
理

と
出

会
っ

て
気

づ
い

た
こ

と
学

ん
だ

こ
と

実
践

し
て

い
る

こ
と

道
頓

堀
大

阪
北

区
倫

理
法

人
会

 会
長

豊
田

　
弘

政
 氏

倫
理

実
践

か
ら

得
た

成
果

 〜
家

族
、両

親
、ス

タ
ッ

フ
へ

の
感

謝
〜

堺
市

中
区

（
一

社
）倫

理
研

究
所

 近
畿

方
面

 方
面

長
津

隈
　

亮
二

 氏
事

業
承

継
 〜

純
粋

倫
理

の
視

点
か

ら

18
木

大
阪

天
王

寺
区

大
阪

尼
崎

倫
理

法
人

会
 副

会
長

大
野

　
英

樹
 氏

夢
持

ち
続

け
　

日
々

精
進

泉
　

州
大

阪
府

倫
理

法
人

会
 後

継
者

倫
理

塾
 運

営
委

員
長

松
本

　
　

学
 氏

人
間

は
変

わ
る

こ
と

が
で

き
る

大
阪

鴻
池

大
阪

鴻
池

倫
理

法
人

会
 幹

事
中

西
　

進
泰

 氏
私

の
倫

理
実

践
大

阪
尼

崎
大

阪
北

区
倫

理
法

人
会

 会
長

豊
田

　
弘

政
 氏

倫
理

実
践

か
ら

得
た

成
果

 〜
家

族
、両

親
、ス

タ
ッ

フ
へ

の
感

謝
〜

吹
田

市
神

戸
市

倫
理

法
人

会
 相

談
役

村
山

　
順

子
 氏

人
生

を
変

え
た

10
行

の
手

紙
 〜

気
づ

き
即

行
茨

木
市

吹
田

市
倫

理
法

人
会

 会
員

宮
田

　
博

文
 氏

「
良

心
が

響
き

合
う

社
会

を
目

指
し

」 
心

即
太

陽

19
金

高
槻

市
滋

賀
県

倫
理

法
人

会
 幹

事
長

井
内

　
良

三
 氏

「
白

い
行

動
旗

」を
獲

得
し

て
東

大
阪

市
大

阪
府

倫
理

法
人

会
 後

継
者

倫
理

塾
 運

営
委

員
長

松
本

　
　

学
 氏

人
間

は
変

る
こ

と
が

で
き

る
大

阪
中

央
区

大
阪

府
倫

理
法

人
会

 市
内

西
地

区
地

区
長

徳
田

　
昭

次
 氏

信
成

万
事
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参

照
堺

　
市

大
阪

府
倫

理
法

人
会

 大
阪

南
部

地
区

地
区

長
上

田
　

時
嗣

 氏
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
と

倫
理

大
阪

都
島

区
大

阪
都

島
区

倫
理

法
人

会
 副

事
務

長
高

谷
　

幸
世

 氏
只

今
倫

理
で

勉
強

中
豊

中
市

（
一

社
）倫

理
研

究
所

 法
人

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

岡
田

　
紀

夫
 氏

倫
理

と
は

？

20
土

大
阪

西
区

（
一

社
）倫

理
研

究
所

 近
畿

方
面

 副
方

面
長

宇
都

　
　

進
 氏

実
践

の
す

す
め

 〜
純

情
(す

な
お

)の
陰

と
陽

松
原

市
八

尾
市

倫
理

法
人

会
 幹

事
近

田
　

直
人

 氏
「

𠮟
り

上
手

は
誉

め
上

手
」

〜
人

は
正

し
い

評
価

に
つ

い
て

く
る

〜
大

阪
北

区
大

阪
み

な
と

倫
理

法
人

会
 会

長
野

口
　

政
隆

 氏
自

分
の

役
割

23
火

大
阪

市
（

一
社

）倫
理

研
究

所
 監

事
長

島
　

　
徹

 氏
隨

縁（
縁

に
従

う
）

八
尾

市
東

大
阪

市
倫

理
法

人
会

 顧
問

野
田

し
ょ

う
子

 氏
人

は
変

わ
れ

る
、行

政
も

変
え

れ
る

枚
方

・
交

野
大

阪
天

王
寺

区
倫

理
法

人
会

 幹
事

蔵
田

　
英

子
 氏

神
様

は
い

る
新

大
阪

（
一

社
）倫

理
研

究
所

 法
人

ス
ー

パ
ー

バ
イ

ザ
ー

中
西

　
通

夫
 氏

最
初

の
一

歩
 最

後
の

一
歩

堺
市

北
区

大
阪

府
倫

理
法

人
会

 大
阪

南
部

地
区

 副
地

区
長

河
野

輝
久

教
 氏

勤
労

歓
喜

大
阪

み
な

と
大

阪
み

な
と

倫
理

法
人

会
 副

会
長

安
本

　
清

一
 氏

「
心

の
向

く
ま

ま
に

」
〜

人
生

の
歩

み
は

、倫
理

と
共

に
〜

24
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今月の　　セミナーPick Up

このコーナーでは月替わりで単会がお薦めする各種セミナーをご紹介致します。



伊勢神宮に学ぶ広やかな心
■�日時� 10月26日㈮　6：30〜
■�会場� ホテル・アゴーラリージェンシー堺
� 堺市堺区戎島町４−45−１

今回は、堺市の普及ウィークに開催される感
動・学び・気づきで熱くなるモーニングセ

ミナーです。皆さんご存知ですか？　寺岡先生を？　
寺岡先生の熱い日本人の心のお話を聞いて、感動し
て、涙して、多くのことを気づき学びましょう！日々
の心の在り方について考えましょう！
当日はたくさんの未会員・会員さんが参加され、
250社モーニングとして多くの倫友、大阪・南部地
区の皆さんが来場されます。感動を、幸せの輪を皆
さんとでわかちあいましょう！

記�鈴木�康弘�専任幹事／堺市倫理法人会

公
益
財
団
法
人
修
養
団（
Ｓ
Ｙ
Ｄ
） 

伊
勢
道
場

寺�

岡　
　

�

賢�

氏

堺 市
倫理法人会

我が人生の気づき
■�日時� 10月4日㈭　6：30〜
■�会場� ホテル・きららリゾート関空
� 泉大津市なぎさ町５−１

10月４日の泉州倫理法人会のＭＳは、入会し
てまだ１年も経っていない稲田さんの講話で

す。稲田さんは率先して朝の準備や活性化会議にも
参加してくれています。年下の私が言うのもせんえ
つですが、とても若々しく「純情すなお」で、誠実
な方だと思います。９月のなにわニュースに新入会
員で紹介されたところですが、パッと目が覚めたら
起きることと、早朝ゴミ拾いウォーキングを実践さ
れて、どんなことが起きたか聞けるのは楽しみです。
変革を目指すこれからの泉州になくてはならない稲
田さんの講話に、皆様ぜひともご参加ください！

記�坂本�克敏�副事務長／泉州倫理法人会

泉
州
倫
理
法
人
会 
幹
事

稲�

田　
　

�
健�

氏

泉 州
倫理法人会要物必与 in 茨木 （ヨウブツヒツヨ・イン・イバラキ）

■�日時� 10月2日㈫　6：30〜
■�会場� 北大阪商工会議所
� 枚方市大垣内町２−12−27

新単会茨木市倫理法人会の会長、藤原優里さ
ん。僕がアニキと呼んでいるほど仲良くさせ

てもらっている方です。思えば倫理の遊び方を教え
てくれたのも藤原会長でした。高槻の松田会長が「あ
いつはアツイ男だ！あいつは普及もできるし仕事も
できる！」と熱く語っておられたのがとても記憶に
残っています。まさに今、一番熱い男だと思います。
是非最大の期待とプレッシャーを背負ったアツイ男
の話を是非聞きに来てください。

記�大野�翔平�副会長／枚方・交野倫理法人会

茨
木
市
倫
理
法
人
会 

会
長

藤�

原　
優�

里�

氏

枚方・交野
倫理法人会

信成万事
■�日時� 10月19日㈮　6：30〜
■�会場� ハートンホテル南船場
� 大阪市中央区南船場２−12−22

大阪府倫理法人会、市内西地区地区長として
ご活躍されている徳田昭次氏。

明るく楽しく生きていく事についてお話しいただけ
ます。

「人生は自分次第」をモットーに今回は「信成万事」
と題して、憂う事なく信じて成し遂げる。
地区の全単会目標達成に向けての意気込みなど、聴
きどころ満載です。
お人柄同様、楽しい講話になる事まちがいなしです。
皆様のご来場心よりお待ちしております。

記�木村�祥和�幹事／大阪中央区倫理法人会

大
阪
府
倫
理
法
人
会

市
内
西
地
区
地
区
長

徳�

田　
昭�

次�

氏

大阪中央区
倫理法人会逆境から学んだ運を味方につける方法！

■�日時� 10月11日㈭　6：30〜
■�会場� ホテルセイリュウ
� 東大阪市上石切町１−11−12

「私の美しいは、美男美女のお話しではありませ
ん。印象のお話しです。美しいを創る習慣は、

目に見えない内側に存在していると思います」と話され
る池端美和氏は、不動産業経営者、美容家・美調香アー
ティストでもあります。27歳の時、父親の突然の急死
と押し寄せる債権者、28億という巨額の負債に苦しみ
ながらも倒産ではなく再建という茨の道を決意し、この
一見か弱そうで美しい女性が素早い行動と目的に挑戦し
達成する意志の強さと、またその頑張りが運をも味方に
つける感動のご講話です。勇気と希望、美しい心の在り
方を頂きにお越しください。ご参加お待ちしております。

記�三木�恵美子�副会長／大阪鴻池倫理法人会

東
京
都
中
野
区
倫
理
法
人
会 

会
員

池�

端　
美�
和�
氏

大阪鴻池
倫理法人会

倫理法人会に入会して気づいたこと
■�日時� 10月25日㈭　6：30〜
■�会場� ホテルヴィスキオ尼崎
� 尼崎市潮江１−４−１

去年の12月に倫理に入会された中村氏は37歳。
お母様から紹介され第二期の後継者倫理塾に入

塾。９月からは後継者倫理塾運営副委員長を拝命。急速
に立派になった兄をここまで変化させた倫理法人会を知
るために妹さんが、兄の会員スピーチのMSに参加される
ほど。 ご自身の生い立ち、父親との複雑な家庭環境を、
倫理の力で乗り越えた話、富士研、伊勢修養団、後継者
倫理塾で課される日々の実践、その実践の結果、ご自分
がどのような変化をしたのかをお話されるそうです。 木
曜日の朝は、雨の日でもJR尼崎駅からホテルまでデッキ
直結で傘も不要の大阪尼崎倫理法人会へお越しください。

記�大久保�春秀�広報副委員長／大阪府倫理法人会

大
阪
府
倫
理
法
人
会

後
継
者
倫
理
塾 

運
営
副
委
員
長

中�

村　
俊�

介�

氏

大阪尼崎
倫理法人会
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　会社経営者として、組織のあり方には
非常に関心を持っていますので、今回の
松井相談役の講話は、大変興味深く拝聴
いたしました。会社を成長させるには、
個人の能力だけでなく、組織としてどの
ように動くべきかなのか。そんな自問を
抱えながら、何か秘訣でもあるのでは？

と期待に胸を膨らませていました。
　講話は、一方的に松井相談役が話をするのではなく、聴者を巻

き込んで、質問を投げかけるスタイルで進み、自分自身でいつの
間にか、考えながら講話に聴き入っていました。伸びる組織とダ
メな組織、この二つはそう反するもので、ダメな組織の反対をす
ればよいと、実にシンプルなポイントで講話されました。私は、
普段、何かをはじめるとき、特別なことをしなければならないと
考えがちになり、なかなか行動に踏み出せないケースが多くあり
ます。しかし、特別なことではなく、良いと思ったことを淡々と
着実に行うことがとても大切であると気づかされた講話でした。
 （記：宮脇 茂雄 幹事／堺市北区倫理法人会）

堺市北区倫理法人会｜平成30年７月17日㈫伸びる組織、ダメな組織
大阪北区倫理法人会　相談役　松井 直輝 氏

　新しくできた茨木市倫理法人会に、こ
の人がいてくれて良かった。と思わせる
ほど「万人幸福の栞」を深く知る漢（お
とこ）。
　高槻市倫理法人会にて役職を歴任、そ
して今、茨木市倫理法人会に力を与える。
　倫理を純情（すなお）に愛し、倫理と

深く関わっている漢（おとこ）の言葉は深い。
　絶対倫理、倫理は「みち」、みちを外れないこと、「万人幸福の
栞」が示してくれる。

　「万人幸福の栞」を深く読み込み、深く知り、そして実践して
いる講話を聞き、感動したのは、私だけではない。
　藤原会長が感極まるほど、講話を聞いた誰もが、心を震わされ
たのではないでしょうか。
　倫理歴の浅い私が、倫理の深さを知り、「万人幸福の栞」をもっ
ともっと読み込んでみたいと、初めて思った。
　２年ぶりの講話だということだが、もっと早く聞きたかった、
またすぐに聞きたい、素晴らしい講話でした。
 （記：平井 利誉 幹事／茨木市倫理法人会）

茨木市倫理法人会｜平成30年７月26日㈭栞で学び実践感謝
茨木市倫理法人会　監査　土居 浩之 氏

　父の講話ということで何を半分ワクワ
クする気持ちと半分大丈夫だろうかと心
配な気持ちを持ちながら講話を聞きまし
た。父が幼少期から足に障害を持ちなが
らも強い気持ちを持って育っていったこ
とにすごいなと思いました。また、父の
母、私の祖母ですが、祖母への感謝の気

持ちが私が思っていた以上に強く思い、そういう気持ちは大事に
していかないといけないなと思いました。また、青年期において
は私の母が洋裁をしていたのでアパレルの会社がしたかったとい

うのは初めて知りました。結局、私の祖父に反対されて断念した
ようですが、母と一緒に事業をしたいと思っていたことには意外
だったと思いました。いろんな苦難を乗り越えて今の会社を立
ち上げて、10年やってこれていることにもすごいと思いますし、
そんな中で私や妹たちを育てて、それぞれちゃんと社会人となり、
今こうして働けており、生きていけるのも父母のおかげですし、
また父母を育てた祖父母のおかげです。倫理法人会に入らなけれ
ば父がどんな気持ちで生きてきたか聞けませんでした。今回こん
な機会をいただき本当に入会して良かったと思った講話でした。
 （記：山上 匠 実行委員／大阪みなと倫理法人会）

大阪みなと倫理法人会｜平成30年７月17日㈫感謝する心
大阪みなと倫理法人会　副会長　山上 秀彦 氏

　ＴＶゲーム漬けだった幼少期、学校で
はやりたいことが見つからず、決まっ
たモノサシに納まることを良しとせず、
悶々とした日々。
　１本のギターによって、変わる人生と
景色を見た。
　殻にこもるサナギから、自転車とギ

ターだけで日本一周の旅に出る。
　自分で自分を否定していた、才能のフタを自分がしていた、好
きなことを自分でして自立して生きる。
　「あんたの人生はあんたが決めなさい」母の言葉に背中を押さ

れ「生きときなさい」の言葉に万感の意を授かって、心の奥底に
しまう。
　負の言葉を出すヒマがあるのなら、意義のあることに時間を使
おう。
　その思いの裏側には、今を生きさせてもらっている感謝の気持
ちがあった。
　若者の心に巣食う「大人への建前」。裸の本心を震わせる激し
過ぎる程の言霊を、長崎弁がオブラートのように柔らかく包み、
演奏無き歌声は本心に乾いた現代人の心に染む。ギターを持って
歌う森源太さんの姿と生き様は、生きた教材のようだった。
 （記：後藤 孝雄 実行委員／豊中市倫理法人会）

豊中市倫理法人会｜平成30年８月３日㈮子供達の幸せのためにこそ、僕たち大人が幸せであることから
豊中市倫理法人会　会員　森 源太 氏

印象に残ったモーニングセミナー（MS）
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気
付
き
と
学
び

後
継
者
倫
理
塾
・
塾
生
講
話
と
倫
理
的
講
評

木村 　雅 氏
（一社）倫理研究所
法人アドバイザー

　
私
は
、
足
洗
い
の
実
践
で
、
人
生
で
会
う
事
の
無
か
っ
た
実
父
の
愛
情
を
感
じ

る
事
が
出
来
ま
し
た
。
自
分
と
の
約
束
、
他
人
と
の
約
束
を
守
る
大
事
さ
。
人
間

と
し
て
生
き
て
い
く
為
に
大
事
な
の
は
、
自
律
と
自
立
だ
と
感
じ
ま
す
。
倫
理
後

継
者
塾
を
通
し
て
、
人
間
と
し
て
一
回
り
成
長
で
き
た
と
実
感
し
て
お
り
ま
す
。

　
後
継
者
倫
理
塾
で
は
改
め
て
自
己
を
深
く
見
つ
め
直
し
ま
す
。
毎
月

講
義
や
富
士
高
原
研
修
所
な
ど
で
学
び
、
日
々
の
実
践
を
通
し
て
、
あ

た
り
ま
え
が
感
謝
に
変
わ
り
ま
し
た
。
特
に
生
命
の
本
で
あ
る
両
親
へ

の
感
謝
の
念
を
深
く
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

堺市北区倫理法人会　　6月5日㈫
記：堺市北区倫理法人会 幹事　宮脇 茂雄

加
藤 

大
雄 

塾
生　
　
後
継
者
倫
理
塾 

運
営
副
委
員
長

阿
波 

彰
太 

塾
生　
　
後
継
者
倫
理
塾 

運
営
副
委
員
長

■阿波氏に対して
　後継者塾の学びの特徴は「恩意識」を喚起する実践によって、自らの存在を肯定
的に捕らえ、使命感を持ち、たくましいリーダーを育成することにある。阿波君は
進学校に入学したが大学に進学せずご両親の期待を裏切ったことを長い間負い目
に感じていた。しかし足洗いの実践でその思いを告げた所、何よりも真っ先に自分
を心配してくれる両親の広くて深い愛を知り自分を肯定。これが本来持っていた能
力の開花に繋がり、社長の給料、社員の給料を２倍、３倍に上げるという次期リー
ダーとしてのビジョンを雄雄しく掲げるに到る。愛を知った人間は強くなる。恩に
気付いた人間は人のために働かれずにはおれない。見事な実践に感動しました。

■加藤氏に対して
　加藤大雄氏も実のお父さんと早くに別れ、お母様と厳しい環境で過ごしながら、
実のお父さんを恨む気持ちが強かったと思われるが、この後継者塾でのお父様へ
の足洗いの実践を通じて、長く自分を思ってくれていた父の愛に触れ涙した。
　また同時に育ててくれた母への感謝心を新たにし、忘れていたかもしれない人
としての「恩意識」を取り戻すに到った。そしてそれは父親のように見守ってく
れた権藤社長への感謝と報恩の行動へと昇華していく。「報恩」こそが「働き」
の原動力である。加藤氏の恩意識の発動が後継者としての役割を見事に成就させ
ていくことを信じ、成功を祈りたいと思います。

応援に駆けつけた塾生とともに

あ
た
り
ま
え
が
感
謝
に
変
わ
り
ま
し
た

人
間
と
し
て
一
回
り
成
長
で
き
た

　
幼
い
頃
の
ケ
ガ
に
よ
り
記
憶
力
が
乏
し
く
、
毎
日
・
毎
週
・
毎
月
の
実
践
に
努
め

て
い
る
。

　
一
人
だ
と
怠
け
て
し
ま
う
実
践
も
、他
の
塾
生
の
頑
張
り
が
継
続
す
る
力
に
な
り
、

「
あ
た
り
ま
え
」に
継
続
、そ
し
て「
あ
た
り
ま
え
」に
感
謝
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

厳
し
か
っ
た
会
社
経
営
が
黒
字
に
な
っ
た
と
こ
ろ
へ
入
塾
を
勧
め
ら
れ
、

社
長
で
あ
る
父
と
大
喧
嘩
。従
業
員
と
も
険
悪
に
な
っ
た
。今
は
反
省
し
、

「
一
切
怒
ら
な
い
」
を
実
践
し
て
い
る
。
父
と
は
向
き
合
っ
た
が
、
今
後

は
従
業
員
と
の
関
係
回
復
を
頑
張
っ
て
い
き
た
い
。

大阪都島区倫理法人会　　6月15日㈮
記：大阪都島区倫理法人会 広報委員　辰本 裕子

野
田 

周
央 

塾
生　
　
寝
屋
川
市
倫
理
法
人
会 

会
員

吉
川 

兼
司 

塾
生　
　
大
阪
都
島
区
倫
理
法
人
会 

会
員

　吉川くん、これからですね。もっと倫理を学んでください。特に万人幸福の栞13条「本を忘れず・
末を乱さず」を学びましょう。
　野田くん、記憶力が悪いことを受け入れている。素晴らしい。倫理をよく学んでいる。しかし、驕
りは禁物です。
　二人とも、すべてをさらけ出して、一年間良い学びをされたなと思う。その経験を一人でも多くの
方に伝えていってほしい。これからの若者に期待している。共に学び、倫理を広めていってもらいたい。

山路 卓司 氏
（一社）倫理研究所
法人アドバイザー

評講

「
一
切
怒
ら
な
い
」を
実
践
、
関
係
回
復

「
あ
た
り
ま
え
」に
継
続
、
感
謝

左から、野田周央塾生・山路卓司法人アドバイザー・吉川兼司塾生

評講
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大
阪
中
央
区
で
の
塾
生
講
話

は
、
野
田
周
央
氏
と
加
藤
大
雄

氏
に
よ
る
も
の
で
し
た
。
講
評

者
で
あ
る
、
佐
藤
Ｓ
Ｖ
が
不
在

と
言
う
ハ
プ
ニ
ン
グ
が
あ
り
な

が
ら
、
お
二
人
と
も
素
晴
ら
し

い
実
践
報
告
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
野
田
氏
は
し
っ
か
り

と
し
た
口
調
で
、
ハ
ン
デ
ィ
を

克
服
し
て
こ
ら
れ
た
こ
と
や
、

実
践
を
通
じ
て
お
勤
め
の
会
社

の
社
長
に
対
す
る
心
か
ら
感
謝

の
気
持
ち
が
確
認
で
き
た
こ
と

を
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。
加

藤
氏
は
実
践
を
し
て
い
く
中
で

実
の
お
父
様
と
の
再
会
を
さ
れ

た
こ
と
、
お
勤
め
の
会
社
で
の

将
来
の
ビ
ジ
ョ
ン
な
ど
を
お
話

さ
れ
ま
し
た
。
急
き
ょ
代
役
で

講
評
を
さ
れ
た
権
藤
塾
長
も
厳

し
い
中
に
心
か
ら
の
愛
情
を

持
っ
て
接
し
て
お
ら
れ
る
の
が

伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
お
二
人

と
も
厳
し
い
実
践
を
見
事
に
や

り
切
り
、
堂
々
と
し
て
お
ら
れ
、

私
自
身
彼
ら
に
は
到
底
及
ば
な

い
と
感
じ
ま
し
た
。
素
晴
ら
し

い
感
動
と
、
と
て
も
良
い
刺
激

を
得
る
こ
と
が
で
き
た
モ
ー
ニ

ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
で
し
た
。
野
田

さ
ん
、
加
藤
さ
ん
、
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

大
阪
中
央
区
倫
理
法
人
会　
　
６
月
22
日
㈮

記
：
大
阪
中
央
区
倫
理
法
人
会 

会
長　
天
冨　
謙左から、加藤�大雄塾生・権藤�度夫塾長・野田�周�央塾生

気
付
き
と
学
び

後
継
者
倫
理
塾
・
塾
生
講
話
と
倫
理
的
講
評

　
入
塾
後
、
朝
起
き
や
ト
イ
レ
掃
除
ま
で
を
実
践
す
る
中
で
、
継
続
す

る
こ
と
の
大
切
さ
を
知
り
、
リ
ー
ダ
ー
を
任
さ
れ
自
分
に
対
す
る
甘
え

を
知
り
ま
し
た
。“
万
象
は
我
師
”
を
忘
れ
ず
、
妻
や
家
族
へ
の
感
謝
は

も
ち
ろ
ん
、
父
を
超
え
る
経
営
者
に
な
り
ま
す
。

　
富
士
高
原
研
修
を
通
じ
て
、
生
前
の
父
の
存
在
に
気
づ
き
、
父
に
も
っ

と
相
談
す
べ
き
だ
っ
た
と
か
、
父
の
思
い
に
目
を
向
け
る
べ
き
で
あ
っ

た
と
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
、
綺
麗
に
し
て
も
ら
い
た
い
と
思

わ
れ
る
美
容
師
を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

新大阪倫理法人会　　6月26日㈫
記：新大阪倫理法人会 専任幹事　片岡　修

石
橋 

亮
治 

塾
生　
　
新
大
阪
倫
理
法
人
会 

会
員

名
窪 

弘
治 

塾
生　
　
大
阪
市
倫
理
法
人
会 

会
員

■名窪氏に対して
　名窪さんは父との素晴らしい関係を築けた
と思う。富士高原での気づきから、今後、独立
していく中でビジョンを決め、父の遺影に語り
掛けながら、進めてください。今後、周囲から
変わったと言われる自分に気づくはずです。

■石橋氏に対して
　石橋さんのきっかけである父から入塾を
勧められ、それを素直に聞けたことは素晴ら
しい。 “万象我師”を重んじる石橋さんの気
づきは謙虚に得を受けることにより徳積に
なり、子供に受け継がれるであろうと思う。

山路 卓司 氏
（一社）倫理研究所
法人アドバイザー

評講

左から、石橋亮治塾生・山路卓司法人アドバイザー・名窪弘治塾生

富
士
高
原
研
修
を
通
じ
て
、生
前
の
父
の
存
在
に
気
づ
く

“
万
象
は
我
師
”を
忘
れ
ず
、父
を
超
え
る
経
営
者
に

実
践
を
通
じ
て

感
謝
の
気
持
ち

権藤 度夫 塾長 

評講

野
田 

周
央 

塾
生

　
　
　
寝
屋
川
市
倫
理
法
人
会 

会
員

加
藤 

大
雄 

塾
生

　
　
　
大
阪
北
区
倫
理
法
人
会

　
　
　
後
継
者
倫
理
塾 

運
営
副
委
員
長
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気
付
き
と
学
び

後
継
者
倫
理
塾
・
塾
生
講
話
と
倫
理
的
講
評

ど
の
よ
う
に
し
て
変
わ
っ
て
い
っ
た
の
か
、
そ
し

て
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
に
進
ん
で
い
き
た
い
か
。

同
会
に
参
加
さ
れ
て
い
た
お
父
様
を
前
に
、
と
き

お
り
笑
顔
で
、
実
体
験
を
お
話
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

後
継
者
と
な
る
べ
く
期
待
さ
れ
て
、後
継
者
倫
理
塾
に
入
塾
し
た
も
の
の
、

自
ら
進
ん
で
入
っ
た
の
で
も
な
く
、
全
く
興
味
を
覚
え
な
か
っ
た
。
学
び

と
気
づ
き
、
そ
し
て
塾
生
仲
間
た
ち
と
の
、
連
帯
感
か
ら
少
し
づ
つ
変
化

が
お
こ
り
だ
し
親
と
の
関
係
性
や
会
社
経
営
に
変
化
が
お
こ
り
だ
す
。

�八尾市倫理法人会　　�6月26日㈫
記：八尾市倫理法人会 幹事　近藤 好美

木
下 

翔
太 

塾
生　
　
大
阪
鴻
池
倫
理
法
人
会 

会
員

吉
川 

兼
司 

塾
生　
　
大
阪
都
島
区
倫
理
法
人
会 

会
員

　講話者に共通するのは、どちらも親の姿を誤って捉えたことで、わがままな心が生まれたこと。それが
後継者倫理塾で学び、自分を変えたことで、わがままを改めることが出来た。
　これは、自分がわがままであったことを親に詫びることで清算できたからである。
　ちなみに未来に向かうには、今を清算しないと未来へは行かない。その清算のひとつが詫びることである。
    最後に、人はわがままのホコリを被ると人を縮小させる。私達が純粋倫理を学ぶのは、そのホコリを取
り除き、純情（すなお）になるために、倫理法人会で勉強しているのではないだろうか。

親
と
の
関
係
性
や
会
社
経
営
に
変
化

父
親
を
前
に
実
体
験
を
話
す 左から、木下塾生・吉川塾生

■木下氏に対して
　親の姿を誤って捉えたことで、わがまま
な心が生まれたこと。後継者倫理塾で学び、
自分が変わってきた今、まず、両親に詫びて
今を清算しなさい。

■吉川氏に対して
　人はわがままのホコリを被ると人を縮小させる。
思い上がりが、解消されたのか人間らしい顔になっ
てきた。人は鏡である。社員の信頼を取り戻すた
めに、これから半年一切怒らないようにしなさい。

佐藤 福男 氏
（一社）倫理研究所

法人スーパーバイザー

評講

評
総

　７月10日の枚方・交野ＭＳは、開催前から活気ある空気
が漂っており、後継者倫理塾の塾生の方々が多数応援に駆
けつけられる姿が印象的でした。

　
次
に
登
壇
し
た
講
話
者
の
櫻
井
一
宇
さ
ん
は
、
倫
理

と
の
出
会
い
と
変
化
を
列
挙
し
た
上
で
、
現
在
も
父
親

と
の
関
わ
り
に
悩
み
な
が
ら
も
前
向
き
に
挑
戦
し
続
け

る
あ
り
の
ま
ま
の
姿
で
の
決
意
披
露
に
、
ま
さ
に
「
苦

難
福
門
」と
捉
え
て
取
り
組
む
姿
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
最
初
の
講
話
者
で
あ
る
道
浦
善
和
さ
ん
は
、
こ
れ
ま

で
の
自
身
の
経
験
を
通
し
て
「
人
生
は
、
や
り
直
し
は

で
き
な
く
て
も
出
直
し
は
で
き
る
」
と
力
説
。

　
重
み
の
あ
る
言
葉
に
、
多
く
の
参
加
者
が
頷
き
聞
い

て
い
ま
し
た
。

枚方・交野倫理法人会　７月10日㈫
記：枚方・交野倫理法人会 会員　小田 宏一

　最後に講評をされた佐藤福男ＳＶは、２人の講話者の共通点として、
心を通わせる大切さを指摘。
　会社組織の役職や家族の間柄に甘んじて一方的に話をしたり、押し
つけるのではなく、自分から心を通わせようと相手に寄り添っていく
ことを教えてくださいました。
　これからも倫理の実践に努めてまいりたいと思います。

佐藤 福男 氏
（一社）倫理研究所

法人スーパーバイザー

評講

左から、道浦塾生・佐藤法人スーパーバイザー・櫻井塾生

道
浦 

善
和 

塾
生　
　
堺
市
北
区
倫
理
法
人
会 

専
任
幹
事

櫻
井 

一
宇 

塾
生　
　
泉
州
倫
理
法
人
会 

後
継
者
倫
理
塾
運
営
副
委
員
長
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•トピックス•

ブラジルサンパウロ体験記

気
付
き
と
学
び

後
継
者
倫
理
塾
・
塾
生
講
話
と
倫
理
的
講
評

家
族
の
こ
と
を
今
ま
で
正
し
く
理
解
し
て
お
ら
ず
、
家
族
も
人
も
信
じ
る
こ

と
が
出
来
ず
に
素
直
な
心
で
物
事
を
観
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
気
が
つ
き
、

塾
長
を
は
じ
め
運
営
委
員
会
の
皆
様
や
チ
ー
ム
の
仲
間
に
支
え
ら
れ
て
い
た

こ
と
、
す
べ
て
に
お
い
て
感
謝
す
る
こ
と
を
学
ん
だ
と
い
う
講
話
で
し
た
。

若
い
時
に
勉
強
せ
ず
、
読
み
書
き
も
苦
手
で
話
も
う
ま
く
な
か
っ
た
け

れ
ど
、
自
分
の
得
意
な
モ
ノ
づ
く
り
を
会
社
で
認
め
て
も
ら
い
後
継
者

と
し
て
自
覚
し
、
後
継
者
倫
理
塾
で
学
ん
だ
こ
と
を
基
本
に
モ
ノ
づ
く

り
を
通
し
て
社
会
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
い
う
講
話
で
し
た
。大阪鴻池倫理法人会　　7月12日㈭

記：大阪鴻池倫理法人会 幹事　木下 典子

木
下 

翔
太 

塾
生　
　
大
阪
鴻
池
倫
理
法
人
会 

会
員

岩
崎 

慎
治 

塾
生　
　
大
阪
市
倫
理
法
人
会 

会
員

　岩崎慎治塾生の話し方が、本当に少しの間に変わって良くなり驚い
ています。後継者としての本人の自覚と実践と、家族の支えで人は変
わることができます。オンリーワンのモノづくりを応援しています。
　木下翔太塾生は家族に感謝することを忘れないで、タテヨコ十字の
倫理の教えをしっかり実践し、家族や地域を大切にして地域から愛さ
れる電気屋さんとしてこれからも頑張ってください。

山路 卓司 氏
（一社）倫理研究所
法人アドバイザー

評講

左から、木下塾生・岩崎塾生

モ
ノ
づ
く
り
を
通
し
て
社
会
に
貢
献

家
族
、す
べ
て
に
感
謝
す
る
こ
と
を
学
ぶ

　
８
月
13
日
〜
22
日
ま
で
仕
事
で
ブ
ラ
ジ
ル
の
サ

ン
パ
ウ
ロ
に
行
き
ま
し
た
。

　
サ
ン
パ
ウ
ロ
倫
理
法
人
会
の
Ｍ
Ｓ
が
、
８
月
18

日
の
土
曜
日
８
時
半
〜
宿
泊
先
のN

ikkei

ホ
テ
ル

に
て
開
催
さ
れ
て
い
る
事
を
知
り
参
加
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。
行
動
旗
と
万
人
幸
福
の
栞
は
、
ポ
ル

ト
ガ
ル
語
で
す
が
世
界
共
通
で
す
。
栞
の
輪
読
の

後
は
、
会
員
さ
ん
の
体
験
報
告
で
し
た
。
サ
ン
パ

ウ
ロ
倫
理
法
人
会
は
、
須
郷
清
孝
会
長
が
家
庭
倫

理
の
会
か
ら
法
人
会
を
作
ら
れ
た
と
の
事
。
須
郷

会
長
は
、ご
家
族
で
倫
理
の
学
び
を
さ
れ
て
お
り
、

と
て
も
温
厚
な
素
晴
ら
し
い
方
で
し
た
。
突
然
参

加
し
た
私
を
歓
迎
し
て
い
た
だ
き
、
倫
理
の
つ
な

が
り
の
素
晴
ら
し
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。
ブ
ラ
ジ

ル
っ
て
怖
い
と
こ
ろ
な
ん
じ
ゃ
な
い
の
？
と
聞
か

れ
ま
す
が
、
日
系
二
世
・
三
世
の
方
も
ブ
ラ
ジ
ル

人
の
方
も
、
挨
拶
は
握
手
と
ハ
グ
を
す
る
習
慣
が

あ
り
、
と
て
も
暖
か
く
優
し
く
接
し
て
下
さ
い
ま

し
た
。
日
本
人
の
忘
れ
て
い
る
も
の
を
思
い
出
さ

せ
て
も
ら
っ
た
気
が
し
ま
す
。

大阪みなと倫理法人会
佐治 瑞枝 氏

㊧�須郷清孝会長　㊨�佐治さん

Ｍ
Ｓ
に
参
加　
８
月
18
日

倫
理
の
つ
な
が
り
を
実
感
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◆ 大阪24区を辿る ◆

▼
前
回
の
熊
野
街
道
沿
い
「
一
二
三
公
園
」
前
、

宝
泉
寺
に
等
身
大
の
十
三
仏
が
並
ん
で
い
る
。

神
ノ
木
駅
付
近
の
巨
石
を
、
13
等
分
し
石
仏
に

刻
ん
だ
も
の
で
、
釈
迦
如
来
の
他
十
二
仏
は
、

「
干
支
の
守
り
本
尊
」と
し
て
信
仰
さ
れ
て
い
る
。

地
元
の
人
達
は
そ
れ
ぞ
れ
の
干
支
の
本
尊
前

で
、
手
を
合
わ
せ
て
い
る
。
▼
南
下
し
熊
野
街

道
と
住
吉
街
道
と
交
わ
る
角
に
あ
る
、
古
い
建

物
が
住
之
江
味
噌
で
有
名
な
「
池
田
屋
本
舗
」。

元
禄
年
間
（
１
７
０
０
年
頃
）
酒
造
業
と
し
て

創
業
し
、
明
治
初
め
に
味
噌
造
り
を
始
め
た
老

舗
で
あ
る
。今
の
建
物
は
明
治
25
年（
１
８
９
２
）

築
で
、
屋
根
に
は
住
吉
大
社
の
高
燈
籠
も
施
さ

れ
、
街
道
辻
に
風
情
あ
る
景
観
を
添
え
て
い
る
。

▼
住
吉
大
社
南
に
は
末
社
が
並
び
、
春
に
は
カ

キ
ツ
バ
タ
満
開
の
浅
沢
社
が
鎮
座
、
古
代
住
吉

津
跡
と
伝
わ
る
。
芸
能
や
音
曲
の
神
で
、
今
も

日
舞
な
ど
の
人
達
が
提
灯
を
奉
納
し
て
い
る
。

過
日
、
若
い
漫
才
師
と
思
わ
れ
る
男
性
二
人
が

長
く
拝
ん
で
い
た
。
す
ぐ
の
細
江
川
を
渡
る
と

大
歳
神
社
、
稲
の
収
穫
の
神
で
、
大
阪
商
人
は

「
収
穫
」
に
あ
や
か
り
集
金
の
神
様
と
し
て
信

仰
し
て
い
る
。
境
内
奥
に
あ
る「
お
愛
し
星（
お

い
と
ぼ
し
）
社
」
の
「
お
も
か
る
石
」
は
、
ま

ず
３
㎏
ほ
ど
の
石
を
持
ち
上
げ
、
重
さ
を
感
じ

石
に
願
い
事
を
唱
え
る
。
も
う
一
度
持
ち
上
げ
、

最
初
よ
り
「
軽
く
」
感
じ
れ
ば
願
い
事
が
叶
い
、

「
重
く
」
感
じ
れ
ば
叶
わ
な
い
と
の
信
仰
で
あ

る
。
私
も
拝
み
ま
し
た
が
、
願
い
事
が
無
理
難

題
だ
っ
た
の
か
？「
重
く
～
重
く
」感
じ
た
。「
お

愛
し
星
」
の
由

来
は
隕
石
を
拝

ん
で
い
た
、
と

伝
わ
る
。
み
な

さ
ん
も
ぜ
ひ
、

訪
ね
て
拝
ん
で

み
て
は
い
か
が

で
す
か
。

（
大
阪
案
内
人
・

西
俣 

稔
）

様々な信仰が息づく、熊野街道の神社仏閣 〈住吉区〉
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平成30年８月度「モーニングセミナー（MS）」平均参加社ランキング

第一位 堺 市 77.75�社
第二位 大 阪 尼 崎 44.60�社
第三位 堺 市 中 区 42.50�社
第四位 大阪天王寺区 41.75�社
第五位 枚方・交野 40.00�社

自単会参加社数
第一位 堺 市 39.9 %
第二位 新 大 阪 38.6 %
第三位 大 阪 尼 崎 37.8 %
第四位 枚方・交野 36.7 %
第五位 大阪みなと 36.4 %

自単会参加社出席率
第一位 堺 市 93.00�社
第二位 松 原 市 68.25�社
第三位 大 阪 尼 崎 67.80�社
第四位 大 阪 北 区 61.33�社
第五位 枚方・交野 58.33�社

参 加 社 数

■写真解説「おもかる石」

　
７
月
11
日
大
阪
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ
ル
に
て
、
大
阪
都

島
区
倫
理
法
人
会
15
周
年
の
式
典
を
催
し
ま
し
た
。
多
く

の
倫
友
に
参
列
い
た
だ
き
、
盛
大
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
縦
横
十
字
の
繋
が
り
を
確
認
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
ま

し
た
。
歴
代
会
長
が
登
壇
し
、
15
年
の
歩
み
を
語
り
ま
し

た
。
設
立
の
経
緯
を
知
る
山
路
卓

司
法
人
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
か
ら

の
お
話
が
あ
り
、
改
め
て
縦

の
重
要
性
を
学
び
ま
し
た
。

そ
の
後
、
松
藤
会
長

の
歌
謡
シ
ョ
ー
や
、
や

す
き
よ
の
物
ま
ね
漫
才
な

ど
で
、
都
島
区
独
特
の
明
朗
愛
和
を
表
現
し
ま
し

た
。

　
15
周
年
記
念
式
典
が
盛
会
に
行
な
え
た
喜
び
を

も
っ
て
、
輝
く
Ｎ
ｏ
．
１
単
会
と
し
て
い
き
ま
す
。

設立15周年記念式典を開催
都島区流・明朗愛和で演出 歴

代
会
長
ら
多
数
参
列

７
月
11
日
大
阪
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ
ル

大
阪
都
島
区

倫
理
法
人
会

山路法人アドバイザー

松
藤
会
長
の
歌
謡
シ
ョ
ー

や
す
き
よ
漫
才
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倫理法人会とは？
倫理法人会は、一般社団法人倫理研究所の法人会員によって組織された会です。「企業に倫理を、職場に心を、家庭に愛を」をスローガンに、�
まずトップ自らが純粋倫理を学び、変わることによって、社員や社風を変え、健全な繁栄を目指しています。
職場の明朗化と企業の活性化のために「倫理経営講演会」「経営者の集い」等を全国的に開催しています。また、経営者の学習活動として、
毎週１回、朝６時（大阪府倫理法人会は朝６時 30分）から全国 691カ所で「経営者モーニングセミナー（MS）」を開いています。各職場では、
毎朝『職場の教養』を活用した朝礼を実施。喜び溢れる働きの輪を広げています。倫理法人会員数は約６万５千社（平成 29年９月現在）です。

当会の詳細情報はホームページをご覧ください　http://www.osaka-rinri.net/ 大阪府倫理法人会

会員企業紹介!!GENKIな
詳しくは
当会HPで

詳しくは
当会HPで

詳しくは
当会HPで

http://osaka-rinri.net/genki

「仲間」と呼べる人が見つかる
後継者倫理塾で素晴らしい学び

ご遺族との「和」を大切にした葬儀

株式会社 紅葉山葬儀社
常務取締役　小森�康平氏

▪住所／大阪府吹田市元町27-3

▶ 吹田市倫理法人会 ◀

撮影：株式会社Photostudio�S
　　　杉谷　昌彦氏（堺市北区倫理法人会）

撮影：写真スタジオハート
　　　上田　哲也氏（枚方・交野倫理法人会）

人との出会いで考え方に幅
自分磨きの実践でサポート

出張サービスで一緒にお片付け

ビジューオーガナイズ株式会社
代表取締役　三谷�直子氏

▪住所／大阪市北区西天満3-2-4 大三ビル504

▶ 大阪西区倫理法人会 ◀

撮影：写真スタジオハート
　　　上田　哲也氏（枚方・交野倫理法人会）

倫理が変えてくれた人生
恩に報いて宿命を果たす

子どもの頃のときめきをデザインに

株式会社 MERRY BEETLE
代表取締役　志波�大輔氏

▪住所／大阪府堺市北区北長尾町6-2-9

▶ 東大阪市倫理法人会 ◀

撮影：写真スタジオハート
　　　上田　哲也氏（枚方・交野倫理法人会）

大阪府倫理法人会 会報
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